
1 樗
詩
拾
遺
 

松
本
芳
翠
著
 
書
海
社
編
輯
部
輯
 

  
書
海
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
樗
詩
拾
遺
」
と
、
同
「

樗
詩
拾
遺
訓
読
」
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
、
一
部
の
語
句
に

語
意
等
を
付
し
ま
し
た
。
 

 

題
劫
餘

詩
存
 

 
 
 

劫
余
詩
存
に
題
す
。
 

閑
人
行
迹
豈
須
存
。

閑
人
の
行
迹
 
豈
に
存
す
る
を
用
い
ん
や
。
 

戰
後
昏
迷
呵
筆
論
。

戦
後
の
昏
迷
、
筆
を
呵
し
て
論
ず
。
 

翹
望
和
平
與
文
運
。

翹
望
す
 
和
平
と
文
運
と
。
 

詩
篇
留
得
付
乾
坤
。

詩
篇
 
留
め
得
て
 
乾
坤
に
付
す
。
 

 閑
人
…
用
事
が
な
く
て
暇
が
あ
り
、
の
ん
び
り
し
て
い
る
人
。
 

行
迹
…
行
跡
。
人
が
あ
る
物
事
を
行
っ
た
あ
と
。
 

呵
し
て
…
( 凍
っ
た
筆
を
と
か
す
た
め
に
) 筆
に
息
を
吹
き
か
け
て
温
め
る
。
 

翹
望
…
頭
を
高
く
あ
げ
て
熱
望
す
る
。
 

乾
坤
…
天
と
地
。
 

 

青
霄
君

得
神
通

川
佳
石

而
欲
勒

文
房
四

寶
之
碑

需
題
字

並
題
詩

 
 
青
霄
君
神
通
川
の
佳
石
を
得
て
、
文
房
四
宝
の
碑
を
勒
せ
ん
と
欲
し
、
題
字
並
に
題
詩
を
需
め
る
。
 

文
房
四
寶
大
東
珍
。

文
房
四
宝
は
 
大
東
の
珍
。 

聖
哲
養
眞
朝
夕
親
。

聖
哲
 
真
を
養
っ
て
 
朝
夕
 
親
し
む
。 

碑
是
神
通
河
畔
石
。

碑
は
是
れ
神
通
 
河
畔
の
石
。
 

方
知
千
古
自
通
神
。

方
( ま

さ
) に

知
る
千
古
 
自
ら
神
に
通
ず
る
を
。
 

 大
東
…
日
本
の
異
称
。
 

聖
哲
…
知
徳
が
優
れ
、
物
事
の
道
理
に
通
じ
て
い
る
人
。
 

朝
夕
…
い
つ
も
。
毎
日
。
 

神
通
…
霊
妙
不
可
思
議
で
、
何
物
に
も
妨
げ
ら
れ
ず
、
何
で
も
自
由
自
在
に
で
き
る
。
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千
古
…
永
遠
。
永
久
。
 

 

戊
戌
新

年
 
 

 
 
 

昭
和
三
十
三
年
 

戊
戌
履
端
春
又
歸
。

戊
戌
の
履
端
、
春
 
又
た
帰
る
。
 

昭
昭
文
化
有
餘
煇
。

昭
々
と
し
て
 
文
化
 
余
煇
あ
り
。
 

先
鞭
一
犬
攀
星
月
。

先
鞭
 
一
犬
 
星
月
を
攀
(
よ
)
じ
る
。
 

夢
繞
渾
球
天
外
飛
。

夢
は
渾
球
を
繞
(
ま
と
)
っ
て
 
天
外
に
飛
ぶ
。
 

 履
端
…
新
年
を
迎
え
る
。
ま
た
、
正
月
元
日
。
 

昭
昭
…
曇
り
な
く
照
り
輝
く
様
子
。
 

余
煇
…
沈
み
つ
つ
あ
る
夕
陽
の
光
。
 

先
鞭
…
人
に
先
ん
じ
て
物
事
に
着
手
す
る
。
先
を
越
す
。
 

攀
じ
る
…
取
ろ
う
と
よ
じ
登
る
。
 

渾
球
…
地
球
。
 

天
外
…
天
の
か
な
た
。
 

 第
十
三

回
日
展

出
品
作

見
擬
藝

術
院
賞

 
 
第
十
三
回
日
展
出
品
作
、
芸
術
院
賞
に
擬
せ
ら
れ
る
。
 

斷
雲
一
片
度
長
空
。

断
雲
 
一
片
 
長
空
を
度
( わ

た
) る

。
 

雲
本
無
心
只
任
風
。

雲
は
も
と
無
心
、
只
だ
 
風
に
任
す
。
 

乍
覺
彩
光
映
蓬
蓽
。

乍
ら
覚
ゆ
 
彩
光
の
蓬
蓽
に
映
ず
る
を
。
 

黎
明
天
地
更
融
融
。

黎
明
の
天
地
 
更
に
融
々
。
 

 断
雲
…
ち
ぎ
っ
た
よ
う
に
浮
か
ん
で
い
る
雲
。
ち
ぎ
れ
雲
。
 

彩
光
…
色
ど
ら
れ
た
光
。
光
彩
。
 

蓬
蓽
…
い
ぶ
せ
き
住
居
。
 

黎
明
…
薄
暗
い
明
け
方
。
夜
明
け
。
 

融
々
…
の
ど
か
な
さ
ま
。
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懷
故
英

蘭
女
史

 
 
 

故
英
蘭
女
史
を
懐
う
。
 

懷
曾
倶
履
禹
山
川
。

憶
う
 
曾
( か

つ
) て

倶
( と

も
) に

覆
( ふ

) む
 
禹
の
山
川
。
 

泉
石
煙
霞
在
眼
前
。

泉
石
 
煙
霞
、
眼
前
に
在
り
。
 

深
浅
韶
光
春
二
月
。

深
浅
の
韶
光
、
春
二
月
。 

彩
毫
精
妙
女
中
僊
。

彩
毫
 
精
妙
、
女
中
の
仙
( 仙

人
) 。

 

竹
雨
曰
。
女
史
曾
與
藝
苑
諸
星
。
遠
試
禹
域
之
遊
。
詩
徴
酒
逐
。
極
稱
盛
事
。

一
朝
驂
鸞
。
風
流
頓
盡
。
哀
哉
。
 

 禹
…
中
国
。
( 禹
は
三
皇
五
帝
の
神
話
伝
説
に
継
ぐ
夏
朝
の
創
始
者
と
さ
れ
る
。
) 

昭
和
六
年
春
 
芳
翠
先
生
は
、
仁
賀
保
香
城
、
河
井
荃
廬
、
生
出
大
璧
、
柳
田
泰
麓
、
武
田
霞
洞
、
川
村
驥
山
、
西
川
靖
盦
、 

西
脇
呉
石
、
柳
田
泰
雲
、
三
浦
英
蘭

三
浦
英
蘭

三
浦
英
蘭

三
浦
英
蘭
、
山
本
李
邨
の
文
人
と
共
に
総
員
十
二
名
で
中
国
に
遊
ば
れ
た
。
 

泉
石
…
泉
と
石
。
山
や
、
川
な
ど
自
然
の
景
色
。
 

煙
霞
…
も
や
と
、
か
す
み
。
 

韶
光
…
春
の
明
る
い
景
色
。
ま
た
、
春
の
日
ざ
し
。
 

彩
毫
…
筆
。
 

精
妙
…
極
め
て
細
か
く
巧
み
な
こ
と
。
 

 

觀
桐
竹

紋
十
郎

初
代
五

十
回
忌

追
善
公

演
次
三

浦
野
方

翁
韻
 

 
桐
竹
紋
十
郎
初
代
五
十
回
忌
追
善
公
演
を
観
て
、
三
浦
野
方
翁
の
韻
に
次
す
。
 

傳
承
至
藝
別
開
天
。

至
芸
を
伝
承
し
て
 
別
天
を
開
く
。
 

妙
韻
才
華
迸
似
泉
。

妙
韻
 
才
華
 
迸
( ほ

と
ば
し
) っ

て
泉
に
似
る
。
 

院
賞
贏
來
祭
初
代
。

院
賞
 
贏
(
か
)
ち
来
っ
て
 
初
代
を
祭
る
。
 

新
興
所
作
著
鞭
先
。

新
興
の
所
作
、
著
鞭
を
先
ん
ず
。
 

 至
芸
…
最
高
の
技
芸
。
 

別
天
…
別
世
界
。
 

妙
韻
…
美
し
い
音
色
。
妙
な
る
調
べ
。
 

才
華
…
優
れ
た
才
能
。
 

贏
つ
…
自
分
の
手
に
入
れ
る
。
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著
鞭
…
人
に
先
立
っ
て
事
を
す
る
。
 

 

偶
 
成

 

頻
言

現
代

也
堪

嗤
。

頻
( し
き
) り

に
現

代
を
言

う
、
也
( ま

た
) 嗤

( あ
ざ

わ
ら
) う

に
堪
え

た
り

。 

戰
後
思
潮
澆
薄
時
。

戦
後
 
思
潮
 
澆
薄
の
時
。
 

記
得
樗
牛
超
越
語
。
記
し
得
た
り
 
樗
牛
 
超
越
の
語
。
 

藝
標
高
揚
嶽
蓮
奇
。

芸
標
 
高
く
掲
ぐ
 
嶽
蓮
の
奇
。
 

 思
潮
…
思
想
の
流
れ
。
そ
の
時
代
の
思
想
の
一
般
的
な
傾
向
。
 

澆
薄
…
世
の
中
の
人
情
が
薄
い
。
 

樗
牛
…
牛
歩
の
よ
う
な
樗
庵
主
人
＝
芳
翠
先
生
( ご
自
分
) を
指
さ
れ
た
。
 

嶽
蓮
…
富
士
山
。
 

 

病
牀
吟

 

醫
家
戒
與
佛
家
同
。
医
家
の
戒
は
 
仏
家
と
同
じ
。
 

濟
度
人
間
有
變
通
。
済
度
 
人
間
 
変
通
 
有
り
。
 

抛
筆
三
旬
唯
面
壁
。

筆
を
抛
(
ほ
)
っ
て
三
旬
 
唯
だ
面
壁
。
 

平
心
養
素
一
牀
中
。

平
心
 
養
素
 
一
牀
の
中
。
 

 済
度
…
困
っ
た
り
苦
し
ん
だ
り
し
て
い
る
境
遇
か
ら
救
う
。
 

変
通
…
そ
の
時
、
そ
の
場
に
応
じ
て
、
自
由
自
在
に
変
化
し
適
応
し
て
ゆ
く
。
 

旬
…
十
日
間
。
→
三
旬
…
一
ヶ
月
 

面
壁
…
壁
に
向
か
っ
て
座
禅
を
す
る
。
 

養
素
…
生
れ
つ
き
の
自
然
の
性
質
を
養
い
育
て
る
。
 

牀
…
床
。
 

 

祝
大
倉

家
嘉
慶

 
一
九
五
八
・
一
〇
・
一
〇
 
大
倉
集
古
館
賀
筵
席
上
 

 
大
倉
家
の
嘉
慶
を
祝
す
。
 



5 喜
齢
翁
伴
古
稀
人
。
喜
齢
の
翁
は
伴
う
 
古
稀
の
人
。
 

同
慶
金
婚
五
十
春
。

同
慶
 
金
婚
 
五
十
春
。
 

高
閣
千
年
集
名
寶
。
高
閣
 
千
年
 
名
宝
を
集
め
る
。
 

簷
牙
啄
處
瑞
雲
新
。
簷
牙
 
啄
(
つ
い
ば
)
む
処
 
瑞
雲
 
新
た
な
り
。
 

 嘉
慶
…
め
で
た
い
事
が
ら
｡
喜
び
ご
と
｡ 

齢
…
年
齢
。
 

簷
牙
…
軒
際
に
牙
の
よ
う
に
湾
曲
し
て
突
き
出
た
垂
木
。
 

瑞
雲
…
目
出
度
い
こ
と
の
起
こ
る
兆
し
と
さ
れ
る
( 紫
色
の
) 雲
。
 

 

祝
川
村

驥
山
翁

喜
壽
 

 
川
村
驥
山
翁
の
喜
寿
を
祝
す
。
 

醉
筆
蹣
跚
染
白
牋
。
酔
筆
 
蹣
跚
 
白
牋
を
染
む
。
 

驥
翁
元
是
酒
中
僊
。
驥
翁
 
元
 
是
れ
 
酒
中
の
仙
。
 

驚
人
墨
跡
遍
天
下
。

人
を
驚
か
す
墨
跡
 
天
下
に
遍
ね
し
。
 

喜
壽
迎
來
書
亦
圓
。
喜
寿
 
迎
え
来
っ
て
 
書
も
亦
た
円
か
な
り
。
 

 蹣
跚
…
よ
ろ
め
き
な
が
ら
歩
く
様
子
。
 

驥
翁
…
川
村
驥
山
翁
 

円
か
…
お
だ
や
か
な
よ
う
す
｡ 

 

戊
戌
十

一
月
與

書
海
社

同
人
遊

於
伊
豆

山
彌
生

莊
席
上

率
賦
 

 
戊
戌
( 昭

和
三
十
三
年
) 十

一
月
 
書
海
社
同
人
と
伊
豆
山
弥
生
荘
に
遊
び
 
席
上
率
賦
。
 

相
携
又
作
汗
漫
遊
。
相
携
え
て
又
 
作
( な

) す
 
汗
漫
の
遊
。
 

空
水
澄
鮮
豆
北
秋
。

空
水
 
澄
鮮
 
豆
北
の
秋
。
 

一
醉
長
吟
交
下
筆
。

一
酔
 
長
吟
 
交
( こ

も
ご
も
) 
筆
を
下
す
。
 

龍
蟠
鳳
翥
共
悠
悠
。
龍
蟠
鳳
翥
 
共
に
悠
々
。
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汗
漫
…
席
上
率
賦
を
さ
す
。
書
海
社
の
旅
行
で
は
一
人
一
人
に
韻
字
が
配
ら
れ
、
各
人
が
七
言
一
句
ず
つ
を
分
担
し
，
句
ご
と
に
押

韻
す
る
柏
梁
体
の
遊
び
が
通
例
だ
っ
た
。
夕
飯
に
は
七
言
一
句
を
携
え
て
出
席
し
た
。
 

澄
鮮
…
清
く
鮮
や
か
に
澄
み
わ
た
る
。
 

豆
北
…
北
伊
豆
。
 

龍
蟠
鳳
翥
…
竜
蟠
虎
踞
。
英
雄
･
豪
傑
が
機
会
を
得
ず
､
世
に
姿
を
あ
ら
わ
さ
ず
に
い
る
こ
と
｡ 

悠
々
…
遠
く
遙
か
な
。
 

 

悼
長
谷

川
流
石

翁
 
 

長
谷
川
流
石
翁
を
悼
む
。
 

淡
雅
交
遊
四
十
年
。
淡
雅
の
交
遊
 
四
十
年
。
 

應
酬
翰
墨
幾
詩
篇
。
応
酬
の
翰
墨
、
幾
詩
篇
。
 

書
壇
君
逝
頓
寥
落
。

書
壇
、
君
逝
い
て
頓
( と
み
) に
寥
落
。
 

清
介
孤
高
懷
古
賢
。
清
介
 
孤
高
、
古
賢
を
懐
う
。
 

 淡
雅
…
飾
り
け
が
な
く
上
品
。
 

頓
に
…
急
に
。
に
わ
か
に
。
 

寥
落
…
荒
れ
果
て
て
寂
し
い
さ
ま
。
 

清
介
…
清
廉
潔
白
で
他
人
に
影
響
さ
れ
な
い
。
 

孤
高
…
ひ
と
り
超
然
と
し
て
、
誇
り
を
も
っ
て
い
る
。
 

古
賢
…
昔
の
賢
人
。
 

 

己
亥
新

年
 
 

 
 
 

昭
和
三
十
四
年
新
年
 

昨
經
大
患
幸
全
生
。
昨
 
大
患
を
経
て
 
幸
に
生
を
全
う
す
。
 

迎
歳
書
窓
筆
硯
横
。
歳
を
迎
え
て
書
窓
、
筆
硯
横
た
わ
る
。
 

恰
値
東
宮
連
理
慶
。
恰
(
あ
た
)
か
も
値
( あ

) う
 
東
宮
 
連
理
の
慶
。
 

太
平
氣
象
滿
蓬
瀛
。
太
平
の
気
象
、
蓬
瀛
に
満
つ
。
 

 大
患
…
重
い
病
気
。
大
病
。
 

値
う
…
ま
と
も
に
当
面
す
る
。
 

東
宮
…
皇
太
子
の
住
む
宮
殿
。
東
宮
御
所
。
 

連
理
…
夫
婦
の
仲
が
睦
ま
じ
い
こ
と
の
例
え
。
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蓬
瀛
…
東
海
に
あ
り
仙
人
が
住
む
と
い
う
、
蓬
莱
･
瀛
州
の
二
つ
の
山
。
方
丈
と
と
も
に
三
神
山
と
す
る
。
こ
こ
で
は
日
本
を
指
す
。 

 

新
年
試

筆
 

試
筆
明
窓
底
。
試
筆
、
明
窓
の
底
。
 

迎
春
瑞
雪
新
。

春
を
迎
え
て
 
瑞
雪
 
新
た
な
り
。
 

茹
今
兼
汲
古
。
今
を
茹
(
く
ら
)
い
、
ま
た
古
を
汲
め
ば
。
 

書
格
自
清
眞
。

書
格
 
自
ら
精
真
。
 

 明
窓
…
日
光
の
よ
く
さ
し
込
む
、
明
る
い
窓
。
 

瑞
雪
…
め
で
た
い
し
る
し
と
さ
れ
る
雪
。
 

茹
う
…
食
べ
る
。
 

書
格
…
書
の
品
格
。
書
と
し
て
の
風
格
。

 

精
真
…
純
粋
で
真
実
な
こ
と
。
 

 

偶
成
(
庚
子
新

春
口
占

)
 

 
(
昭
和
三
十
五
年
新
春
口
占
) 

千
載
臨
池
古
道
存
。

千
載
 
臨
池
 
古
道
存
す
。
 

未
曾
阿
世
亂
淵
源
。
未
だ
曾
っ
て
世
に
阿
( あ

) っ
て
 
渕
源
を
乱
さ
ず
。 

群
盲
撫
象
弄
饒
舌
。
群
盲
象
を
撫
し
て
 
饒
舌
を
弄
す
。
 

洗
耳
欲
聽
先
哲
言
。
洗
耳
 
聴
か
ん
と
欲
す
 
先
哲
の
言
。
 

 千
載
…
千
年
。
転
じ
て
、
長
い
年
月
。
 

臨
池
…
書
道
。
 

中
国
後
漢
の
張
芝
が
池
の
そ
ば
で
書
道
の
稽
古
を
続
け
た
た
め
、
池
の
水
が
す
っ
か
り
黒
く
な
っ
た
と
い
う
話
が
西
晋
の
衛

恒
『
四
体
書
勢
』
そ
の
他
に
見
え
る
。
  

古
道
…
古
い
時
代
の
道
義
･
学
問
。
昔
の
道
義
。
ま
た
、
昔
か
ら
の
や
り
方
。
 

渕
源
…
物
事
の
起
源
で
あ
り
、
根
本
を
な
す
も
の
。
根
源
。
 

群
盲
撫
象
…
凡
人
に
は
大
人
物
や
大
事
業
の
全
容
が
理
解
で
き
な
い
こ
と
の
た
と
え
。
 

多
く
の
盲
人
が
象
の
か
ら
だ
を
な
で
ま
わ
し
、
自
分
の
さ
わ
っ
た
部
分
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
異
な
る
意
見
を
の
べ
る
こ
と

で
、
象
の
姿
が
理
解
で
き
な
い
と
。
と
い
う
イ
ン
ド
発
祥
の
寓
話
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
を
背
景
に
し
て
改
作
さ
れ
て
お
り
、

ジ
ャ
イ
ナ
教
、
仏
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
な
ど
で
教
訓
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
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以
下
に
仏
教
説
話
「
六
度
集
経
」
よ
り
引
用
。
 

王
問
之
曰
「
汝
曹
見
象
乎
」
。
對
言
我
曹
俱
見
。
王
曰
「
象
何
類
乎
」
。
持
足
者
對
言
「
明
王
象
如
漆
筩
」
、
持
尾
者
言
如
掃
帚
。

持
尾
本
者
言
如
杖
。
持
腹
者
言
如
鼓
。
持
脅
者
言
如
壁
。
持
背
者
言
言
如
高
机
。
持
耳
者
言
如
簸
箕
。
持
頭
者
言
如
魁
。

持

牙
者
言
如
角
。
持
鼻
者
對
言
「
明
王
、
象
如
大
索
」
。
復
於
王
前
共
訟
言
「
大
王
、
象
真
如
我
言
」
。
鏡
面
王
大
笑
之
曰
「
瞽

乎
瞽
乎
、
爾
猶
不
見
佛
經
者
矣
」
。
( 王
は
、「
お
前
達
は
象
を
見
た
こ
と
が
あ
る
か
」
と
聞
い
た
が
、
見
た
こ
と
は
な
い
と
答

え
た
。
王
は
「
象
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
」
と
聞
い
た
。
足
を
触
っ
た
者
は
「
大
王
様
、
象
と
は
立
派
な
柱
の
よ
う
な
も
の

で
す
」
と
答
え
た
、
尾
を
持
っ
た
者
は
箒
の
よ
う
、
尾
の
根
本
を
持
っ
た
者
は
杖
の
よ
う
、
腹
を
触
っ
た
者
は
太
鼓
の
よ
う
、

脇
腹
を
触
っ
た
者
は
壁
の
よ
う
、
背
を
触
っ
た
者
は
背
の
高
い
机
の
よ
う
、
耳
を
触
っ
た
者
は
団
扇
の
よ
う
、
頭
を
触
っ
た

者
は
何
か
大
き
な
か
た
ま
り
、
牙
を
触
っ
た
者
は
何
か
角
の
よ
う
な
も
の
、
鼻
を
触
っ
た
者
は
「
大
王
様
、
象
と
は
太
い

綱

の
よ
う
な
も
の
で
す
」
と
答
え
た
。
そ
し
て
、
王
の
前
で
「
大
王
様
、
象
と
は
私
が
言
っ
て
い
る
も
の
で
す
」
と
再
び
言
い

争
い
を
始
め
た
。
鏡
面
王
は
大
い
に
こ
れ
を
笑
っ
て
言
っ
た
、「
盲
人
達
よ
、
お
前
達
は
、
ま
だ
あ
り
が
た
い
仏
様
の
教
え
に

接
し
て
い
な
い
者
の
よ
う
に
、
理
解
の
幅
が
狭
い
の
だ
ね
」
。
) 

饒
舌
…
多
す
ぎ
る
ほ
ど
喋
る
こ
と
。
多
弁
。
 

洗
耳
…
汚
れ
た
事
を
聞
い
た
耳
を
あ
ら
い
、
清
め
る
。
俗
世
間
の
こ
と
を
汚
ら
わ
し
い
と
す
る
こ
と
。
 

『
史
記
』「

伯
夷
列
伝
第
一
」
の
皇
甫
謐
の
『
高
士
伝
』
に
「
許
由
字
武
仲
。
堯
聞
致
天
下
而
譲
焉
、
乃
退
而
遁
於
中
嶽
潁
水

陽
、
箕
山
之
下
。
堯
又
召
爲
九
州
長
、
由
不
欲
聞
之
、
洗
耳
於
穎
水
濱
。
( 皇

甫
謐
の
『
高
士
伝
』
に
よ
れ
ば
、
許
由
の
字
は

武
仲
。
堯
が
帝
位
を
降
り
て
、
位
を
許
由
に
譲
ろ
う
と
し
て
い
る
と
聞
き
、
宮
廷
を
退
い
て
、
中
嶽
の
あ
た
り
、
潁
水
の
南
、

箕
山
の
ふ
も
と
に
隠
遁
し
た
。
堯
が
再
び
召
し
だ
し
て
、
全
国
の
長
に
任
命
し
よ
う
と
し
た
が
、
由
は
、
こ
れ
を
聞
き
た
く

も
な
い
と
し
て
、
穎
水
の
ほ
と
り
で
耳
を
洗
っ
た
。
)  

先
哲
…
昔
の
立
派
な
思
想
家
･
賢
者
。
昔
の
哲
人
。
先
賢
。
前
哲
。
先
師
。
 

 

小
野
道

風
公
 

東
海
書
僊
仰
此
公
。

東
海
の
書
仙
 
此
の
公
を
仰
ぐ
。
 

柳
蛙
古
訓
誨
童
蒙
。
柳
蛙
の
古
訓
 
童
蒙
に
誨
(
お
し
)
え
る
。
 

練
成
豈
止
臨
池
道
。
練
成
 
豈
に
臨
池
の
道
に
止
( と
ど
ま
) ら

ん
。
 

處
世
人
間
萬
事
同
。
処
世
の
人
間
 
万
事
同
じ
。
 

 道
風
…
名
前
の
読
み
は
「
み
ち
か
ぜ
」
だ
が
、
現
代
で
は
「
と
う
ふ
う
」
と
有
職
読
み
す
る
こ
と
が
多
い
。
 

有
職
読
み
( ゆ
う
そ
く
よ
み
) と
は
、
音
読
み
し
て
、
そ
の
人
に
敬
意
を
払
っ
た
り
、
親
し
み
を
示
し
た
り
す
る
も
の
で
、
手
紙

の
宛
先
の
下
に
「
様
」
・
「
殿
」
を
付
け
る
の
と
同
様
。
「
様
」
の
そ
の
人
の
「
様
子
」
・
「
分
身
」
、
「
殿
」
は
そ
の
人
の
「
館
」

の
意
味
で
、
自
分
か
ら
の
便
り
に
よ
り
相
手
本
人
に
万
一
に
も
災
い
が
一
緒
に
届
く
の
を
避
け
る
意
。
 

東
海
…
道
風
は
現
在
の
愛
知
県
春
日
井
市
出
身
。
 

書
仙
…
書
の
名
人
。
 

柳
蛙
…
道
風
は
、
自
分
の
才
能
の
な
さ
に
自
己
嫌
悪
に
陥
り
、
書
道
を
や
め
よ
う
か
と
真
剣
に
悩
ん
で
い
る
程
の
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ

て
い
た
時
の
こ
と
、
あ
る
雨
の
日
散
歩
に
出
か
け
て
い
て
、
柳
に
蛙
が
飛
び
つ
こ
う
と
、
何
度
も
挑
戦
し
て
い
る
姿
を
見
て

「
蛙
は
バ
カ
だ
。
い
く
ら
飛
ん
で
も
柳
に
飛
び
つ
け
る
わ
け
な
い
の
に
」
と
バ
カ
に
し
て
い
た
時
、
偶
然
に
も
強
い
風
が
吹
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き
、
柳
が
し
な
り
、
見
事
に
飛
び
移
れ
た
。
こ
れ
を
見
た
道
風
は
「
バ
カ
は
自
分
だ
。
蛙
は
一
生
懸
命
努
力
を
し
て
偶
然
を

自
分
の
も
の
と
し
た
の
に
、
自
分
は
そ
れ
ほ
ど
の
努
力
を
し
て
い
な
い
」
と
目
が
覚
め
る
よ
う
な
思
い
を
し
て
、
血
を
滲
む

ほ
ど
の
努
力
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の
逸
話
は
史
実
か
ど
う
か
不
明
で
、
広
ま
っ
た
の
は
江

戸

時
代
中
期
の
浄
瑠
璃
『
小
野
道
風
青
柳
硯
』（

宝
暦

4
年
(1
7
5
4
年
) 初

演
）
か
ら
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦

以
前
の
日
本
の
国
定
教
科
書
に
も
こ
の
逸
話
が
載
せ
ら
れ
、
多
く
の
人
に
広
ま
っ
た
。
 

古
訓
…
昔
の
人
の
い
ま
し
め
。
 

童
蒙
…
幼
く
て
、
道
理
の
解
ら
な
い
子
供
。
 

誨
(
お
し
)
え
る
…
教
え
る
。
 

練
成
…
十
分
に
鍛
え
て
立
派
に
仕
上
げ
る
。
 

処
世
…
社
会
の
中
で
生
活
し
て
ゆ
く
こ
と
。
世
渡
り
。
 

 

催
第
八

回
書
海

社
展
於

東
京
都

美
術
館

 

 
書
海
社
展
を
東
京
美
術
館
に
催
す
。
 

十
歳
苦
辛
磨
一
硯
。

十
歳
苦
辛
 
一
硯
を
磨
す
。
 

東
臺
今
日
試
霜
毫
。

東
台
 
今
日
 
霜
毫
を
試
み
る
。
 

淋
漓
墨
鎭
呉
牋
雪
。
淋
漓
 
墨
は
鎮
む
 
呉
牋
の
雪
。
 

仰
望
天
邊
北
斗
高
。
仰
望
 
天
辺
 
北
斗
高
し
。
 

 十
歳
…
十
年
。
 

苦
辛
…
辛
い
こ
と
や
難
儀
な
こ
と
に
あ
っ
て
苦
し
む
こ
と
。
 

東
台
…
東
京
上
野
の
山
、
東
叡
山
を
い
う
。
 

霜
毫
…
霜
の
よ
う
に
白
い
筆
の
毛
。
 

試
み
る
…
( 筆
を
) 使
っ
て
み
る
。

 

淋
漓
…
感
情
･
勢
い
な
ど
が
、
表
に
あ
ふ
れ
出
る
様
子
。
 

呉
牋
の
雪
…
画
仙
紙
の
白
。
 

仰
望
…
見
あ
げ
る
｡ 

天
辺
…
大
空
の
果
て
｡
 

北
斗
…
北
斗
七
星
。
 

 

次
韻
以

酬
野
方

翁
 
 

次
韻
以
て
野
方
翁
に
酬
ゆ
。
 

三
十
年
前
二
葉
萌
。

三
十
年
前
 
二
葉
 
萌
ゆ
。
 

楨
櫨
交
蔭
對
秋
晴
。
楨
櫨
 
蔭
を
交
し
て
 
秋
晴
に
対
す
。
 



10 白
頭
磨
盡
寒
鴉
墨
。
白
頭
 
磨
し
尽
す
 
寒
鴉
の
墨
。
 

閑
仰
緑
雲
紅
樹
榮
。

閑
に
仰
ぐ
 
緑
雲
紅
樹
の
栄
。
 

 二
葉
…
芳
翠
先
生
の
長
女
で
谷
村
憙
斎
先
生
と
結
婚
さ
れ
た
奥
様
を
思
い
出
し
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
芳
翠
先
生
の
研
究
会
「
二
葉
会
」
。 

楨
…
ひ
め
椿
の
木
。
 

櫨
…
枇
杷
の
木
。
 

寒
鴉
…
冬
の
カ
ラ
ス
。
こ
こ
で
は
「
真
っ
黒
な
」
の
意
。
( 白
と
黒
の
色
の
対
比
) 

緑
雲
…
盛
ん
に
茂
っ
て
い
る
青
葉
。
 

紅
樹
…
紅
葉
し
た
木
。
( 青
と
紅
の
色
の
対
比
) 

 

已
亥
之

歳
枝
翠

浩
堂
閑

石
三
君

同
迎
華

甲
賦
此

以
賀
 

 
己
亥
の
歳
 
大
内
枝
翠
 
吉
田
浩
堂
 
日
下
部
閑
石
 
三
君
同
じ
く
華
甲
を
迎
え
る
。
此
れ
を
賦
し
て
以
て
賀
す
。 

三
子
同
迎
華
甲
年
。

三
子
同
( と

も
) に
迎
え
る
 
華
甲
の
年
。
 

樗
門
執
贄
亦
奇
縁
。

樗
門
に
贄
( い
け
に
え
) を
執
る
も
 
亦
 
奇
縁
。
 

臨
池
自
是
長
生
術
。
臨
池
 
自
ら
是
れ
 
長
生
の
術
。
 

扶
坐
澄
心
文
字
禪
。
扶
坐
 
澄
心
 
文
字
禅
。
 

 華
甲
…
数
え
年
六
十
一
歳
の
称
。
還
暦
。
華
の
字
は
十
字
が
六
個
と
一
の
字
が
一
個
、
そ
の
故
に
華
甲
と
書
い
て
六
十
一
歳
と
し
、

還
暦
と
い
う
代
り
に
使
用
す
る
。
 

樗
門
…
芳
翠
先
生
門
下
。
 

臨
池
…
書
道
。
( 前

述
) 

扶
坐
…
如
来
の
坐
に
は
、
結
伽
扶
坐
、
半
伽
扶
坐
が
あ
り
、
座
禅
に
は
加
え
て
正
坐
、
あ
ぐ
ら
な
ど
の
坐
り
方
が
あ
る
。
 

こ
こ
で
は
正
座
か
あ
ぐ
ら
。
 

澄
心
…
静
か
に
澄
ん
だ
心
。
 

 

祝
内
田

洋
行
創

業
五
十

周
年
 
内
田
洋
行
の
創
業
五
十
周
年
を
祝
す
。
 

往
古
文
房
四
寶
珍
。
往
古
 
文
房
四
宝
の
珍
。
 

方
今
利
器
與
年
新
。

方
今
 
利
器
、
年
と
と
も
に
新
。
 

乾
坤
淑
氣
魁
於
此
。

乾
坤
の
淑
気
 
此
に
魁
け
る
。
 



11 凌
雪
迎
來
五
十
春
。
凌
雪
 
迎
え
来
る
 
五
十
春
。
 

 内
田
洋
行
…
社
名
。
1
9
1
0
年
( 明

治
4
3
年
）
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
に
勤
め
て
い
た
内
田
小
太
郎
が
中
国
の
大
連
に
て
事
務
機
を

取
り
扱
う
貿
易
商
を
営
ん
だ
の
が
始
ま
り
。
戦
後
は
国
内
で
梵
鐘
な
ど
を
売
り
、
苦
し
い
時
期
を
し
の
い
だ
が
、
そ
の
後

現

在
の
教
育
シ
ス
テ
ム
事
業
部
の
前
身
に
な
る
科
学
教
材
部
を
設
立
し
、
学
校
教
育
教
材
分
野
に
進
出
す
る
な
ど
、
次
第
に
事

業
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
な
お
、
「
洋
行
」
と
は
中
国
語
で
貿
易
商
の
意
味
。
 

往
古
…
遠
く
す
ぎ
さ
っ
た
、
昔
。
大
昔
。
い
に
し
え
。
 

方
今
…
い
ま
｡
現
在
｡ 

利
器
…
便
利
で
す
ぐ
れ
た
道
具
や
器
械
。
 

淑
気
…
春
の
、
穏
や
か
で
爽
や
か
な
気
配
。
 

 

賀
郷
友

向
井
坐

隱
昇
進

七
段
 
郷
友
 
向
井
坐
隠
が
七
段
に
昇
進
す
る
を
賀
す
。
 

連
破
強
豪
樹
偉
勲
。
強
豪
を
連
破
し
て
 
偉
勲
を
樹
( た

) つ
。
 

往
年
選
士
已
超
群
。
往
年
の
選
士
 
已
に
超
群
。
 

心
圓
技
熟
不
知
老
。

心
 
円
( ま
ど
か
) に

 
技
 
熟
し
て
 
老
を
知
ら
ず
。
 

登
閣
七
層
凌
碧
雲
。
登
閣
七
層
、
碧
雲
を
凌
ぐ
。
 

 偉
勲
…
大
き
な
手
柄
。
立
派
な
手
柄
。
偉
功
。
 

超
群
…
多
く
の
も
の
の
中
で
群
を
抜
い
て
優
れ
て
い
る
こ
と
。
衆
に
抜
き
ん
出
る
こ
と
。
 

心
円
…
心
が
丸
い
。
 

登
閣
七
層
…
七
段
に
昇
進
す
る
 

碧
雲
…
青
く
す
ん
だ
雲
。
 

 

桃
巷
佐

藤
君
見

贈
華
甲

記
念
雪

鴻
印
譜

賦
之
道

謝
 

桃
巷
佐
藤
君
 
華
甲
記
念
 
雪
鴻
印
譜
を
贈
ら
れ
た
。
之
を
賦
し
て
謝
を
道
( い

) う
。
 

白
文
和
潤
憶
春
風
。
白
文
 
和
潤
、
春
風
を
憶
( お

も
) う

。
 

朱
字
闌
珊
欺
晩
紅
。
朱
字
 
闌
珊
、
晩
紅
を
欺
( あ
ざ
む
) く

。
 

鴻
爪
雪
泥
周
甲
篆
。
鴻
爪
 
雪
泥
 
周
甲
の
篆
。
 

人
圓
技
熟
奪
天
工
。

人
 
円
( ま
ど
か
) に

 
技
 
熟
し
て
、
天
工
を
奪
う
。
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 白
文
…
文
字
そ
の
も
の
を
刻
す
篆
刻
。
押
印
す
る
と
文
字
が
白
く
な
る
。
 

和
潤
…
和
ら
い
で
潤
い
が
あ
る
。
 

朱
字
…
文
字
を
残
し
て
刻
す
篆
刻
。
押
印
す
る
と
文
字
が
朱
く
な
る
。
 

闌
珊
…
盛
り
を
す
ぎ
て
衰
え
る
さ
ま
。
ま
た
、
散
り
乱
れ
る
さ
ま
。
 

晩
紅
…
盛
り
を
過
ぎ
た
花
の
色
。
 

雪
泥
鴻
爪
…
雪
ど
け
の
ど
ろ
の
上
に
残
っ
た
鴻
( 鳥
の
一
種
) の
つ
め
の
跡
｡
人
の
一
生
ま
た
は
､
事
業
な
ど
が
､
は
か
な
く
て
跡
が
残
ら

な
い
こ
と
の
た
と
え
｡ 

蘇
軾
「
和
子
由
澠
池
懐
舊
」
( 子
由
の
「
澠
池
懐
旧
」
に
和
す
) よ
り
引
用
。
 

人
生
到
処
知
何
似
 
 
人
生
 
到
る
処
 
知
ん
ぬ
 
何
に
か
似
た
る
 

応
似
飛
鴻
踏
雪
泥
 
 
応
（
ま
さ
）
に
似
た
る
べ
し
 
飛
鴻
の
雪
泥
を
踏
む
に
 

泥
上
偶
然
留
指
爪
 
 
泥
上
に
偶
然
と
し
て
指
爪
を
留
む
 

鴻
飛
那
復
計
東
西
 
 
鴻
は
飛
ん
で
那
（
な
ん
）
ぞ
復
（
ま
）
た
東
西
を
計
ら
ん
 

老
僧
已
死
成
新
塔
 
 
老
僧
 
已
に
死
し
し
て
新
塔
を
成
す
 

壊
壁
無
由
見
旧
題
 
 
壊
壁
に
は
旧
題
を
見
る
に
由
（
よ
し
）
無
し
 

往
日
崎
嶇
還
記
否
 
 
往
日
崎
嶇
た
る
こ
と
還
（
な
）
お
記
す
る
や
否
や
 

路
長
人
困
蹇
驢
嘶
 
 
路
長
く
人
困
じ
て
蹇
驢
嘶
（
い
ば
）
え
る
を
 

( 人
生
と
い
う
旅
は
何
に
似
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
雪
や
泥
土
の
上
に
舞
い
お
り
た
渡
り
鳥
の
足
に
も
似
て
い
る
。
 

渡
り
鳥
が
泥
の
上
に
た
ま
た
ま
爪
の
あ
と
を
残
し
て
も
、
飛
び
去
っ
て
し
ま
う
と
西
に
い
っ
た
の
か
東
に
い
っ
た
の
か
も
も

う
わ
か
ら
な
い
。
老
い
た
僧
は
な
く
な
っ
て
今
や
新
し
い
墓
石
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
し
、
く
ず
れ
た
壁
に
書
き
つ
け
た

僕
ら
の
落
書
き
は
さ
が
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
君
は
あ
の
日
の
苦
し
い
旅
を
お
ぼ
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
路
の
遠
さ
、
つ
か

れ
た
人
々
、
く
た
び
れ
た
ロ
バ
の
嘶
き
を
。
) 

周
甲
…
還
暦
に
あ
た
る
六
十
年
。
 

天
工
…
天
の
な
せ
る
わ
ざ
。
自
然
の
作
用
･
働
き
。
 

 

祝
石
井

雙
石
先

生
米
壽

 
石
井
雙
石
先
生
の
米
寿
を
祝
す
。
 

古
法
雕
蟲
第
一
人
。

古
法
 
雕
虫
 
第
一
人
。
 

得
心
應
手
與
年
新
。

得
心
 
応
手
、
年
と
と
も
に
新
た
な
り
。
 

先
生
磊
磊
如
金
石
。

先
生
 
磊
磊
(
ら
い
ら
い
)
 
金
石
の
如
く
。
 

八
十
八
齢
康
壽
春
。
八
十
八
齢
 
康
寿
の
春
。
 

 石
井
雙
石
先
生
…
昭
和
期
の
日
本
の
篆
刻
家
・
書
家
。
 

雕
虫
…
細
か
い
細
工
を
施
す
。
 

得
心
…
よ
く
わ
か
っ
て
心
か
ら
承
知
す
る
こ
と
。
納
得
。
 

応
手
…
相
手
の
打
っ
た
手
に
応
じ
て
打
つ
手
。
 

磊
磊
…
度
量
が
大
き
く
、
小
さ
な
こ
と
に
拘
ら
な
い
様
子
。
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金
石
…
硬
い
も
の
、
永
久
に
変
化
し
な
い
も
の
の
た
と
え
。
こ
こ
で
は
金
石
学
、
篆
刻
の
意
が
加
味
さ
れ
て
い
る
。
 

康
寿
…
「
寿
而
康
」
あ
る
い
は
「
長
寿
安
康
」
を
縮
約
し
た
言
葉
で
、
「
長
生
き
を
し
て
安
ら
か
」
と
い
う
意
味
。
 

 

次
韻
以

謝
野
方

翁
見
寄

書
海
社

新
年
會

記
 

次
韻
以
て
野
方
翁
が
書
海
社
新
年
会
記
に
寄
せ
ら
れ
た
を
謝
す
。
 

縦
横
驅
使
筆
鋒
輕
。
縦
横
 
駆
使
、
筆
鋒
 
軽
し
。
 

活
寫
春
筵
師
弟
情
。
活
写
す
春
筵
 
師
弟
の
情
。
 

不
日
刊
成
讀
斯
稿
。
不
日
 
刊
成
っ
て
 
斯
の
稿
を
読
め
ば
、
 

萬
千
微
笑
机
前
生
。
万
千
の
微
笑
 
机
前
に
生
ぜ
ん
。
 

 活
写
…
活
き
活
き
と
写
し
と
る
。
活
き
活
き
と
描
写
す
る
。
 

春
筵
…
新
年
会
。
 

不
日
…
日
な
ら
ず
し
て
。
近
日
中
に
。
近
い
う
ち
に
。
 

 

受
昭
和

三
十
四

年
度
日

本
藝
術

院
賞
 

昭
和
三
十
四
年
度
日
本
芸
術
院
賞
を
受
け
る
。
 

寄
托
生
涯
筆
一
枝
。
生
涯
を
寄
托
す
 
筆
一
枝
。
 

對
聯
書
就
所
人
推
。
対
聯
 
書
就
っ
て
 
人
の
推
す
所
。
 

談
玄
觀
妙
餘
光
在
。
談
玄
観
妙
 
余
光
在
り
。
 

藝
苑
賞
輝
優
渥
辭
。

芸
苑
の
賞
は
輝
く
 
優
渥
の
辞
。
 

 談
玄
観
妙
…
芳
翠
先
生
が
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
た
時
に
書
か
れ
た
言
葉
「
談
玄
悟
道
言
 
観
妙
滅
塵
想
」
。
 

余
光
…
あ
り
余
っ
て
他
に
ま
で
及
ぶ
お
か
げ
。
余
徳
。
 

優
渥
…
め
ぐ
み
深
く
手
厚
い
こ
と
。
ね
ん
ご
ろ
。
 

 

同
 
次

三
浦
野

方
君
見

寄
詩
韻

 
同
、
三
浦
野
方
君
の
寄
せ
ら
れ
た
詩
韻
に
次
す
。
 

臨
池
樂
道
豈
求
名
。
臨
池
 
道
を
楽
し
む
 
豈
に
名
を
求
め
ん
や
。
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外
唯
聞
鳥
雀
聲
。
門
外
 
唯
聞
く
 
鳥
雀
の
声
。
 

第
一
何
人
來
剥
啄
。

第
一
何
人
か
来
て
剥
啄
。
 

古
梅
新
醁
放
香
清
。

古
梅
 
新
醁
、
香
を
放
っ
て
清
し
。
 

 剥
啄
…
足
音
や
、
戸
な
ど
を
た
た
く
、
コ
ツ
コ
ツ
と
い
う
音
の
形
容
。
 

新
醁
…
新
酒
 

 〔
原
韻
〕
 

電
波
傳
道
我
師
名
。
電
波
 
伝
え
道
( い

) う
 
我
が
師
の
名
。
 

喜
氣
衝
胸
不
作
聲
。
喜
気
 
胸
を
衝
い
て
 
声
を
作
( な

) さ
ず
。
 

走
到
樗
門
呈
祝
酒
。
走
っ
て
樗
門
に
到
り
 
祝
酒
を
呈
す
。
 

梅
花
悉
白
發
香
清
。
梅
花
 
悉
く
白
く
 
香
を
発
し
て
清
し
。
 

 

同
 

次
小

松
雪

峰
大

人
見

贈
詩

韻
 

同
、
小
松
雪
峰

大
人

の
贈

ら
れ

た
詩

韻
に

次
す

。 

墨
苑
春
秋
並
轡
馳
。
墨
苑
の
春
秋
 
轡
( く

つ
わ
) を

並
べ
て
馳
す
。
 

五
風
十
雨
百
華
宜
。

五
風
十
雨
 
百
華
宜
し
。
 

如
今
回
首
人
寥
寂
。
如
今
 
首
を
回
ら
せ
ば
 
人
 
寥
寂
。
 

劫
後
荊
榛
蔽
地
時
。

劫
後
 
荊
榛
 
地
を
蔽
( お
お
) う
時
。
 

 轡
を
並
べ
る
…
多
く
の
人
が
そ
ろ
っ
て
同
じ
こ
と
を
す
る
｡ 

五
風
十
雨
…
農
作
に
好
都
合
な
順
調
な
気
候
の
た
と
え
。
転
じ
て
、
世
の
中
が
平
穏
無
事
で
あ
る
こ
と
。
 

( 五
日
目
に
一
度
風
が
吹
き
、
十
日
目
に
一
度
雨
が
降
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
農
業
の
場
合
、
農
作
物
の
生
育
に
最
も
都
合
が
よ

く
、
豊
年
の
兆
し
で
あ
る
と
い
う
。
)  

『
論
衡
』
是
応
 
に
「
風
条
( え
だ
) を
鳴
ら
さ
ず
、
雨
塊
( つ
ち
く
れ
) を
破
ら
ず
、
五
日
に
一
風
、
十
日
に
一
雨
。
」
( 風
は
枝
を

鳴
ら
す
ほ
ど
の
大
風
も
吹
か
ず
、
雨
が
適
度
に
降
っ
て
土
の
塊
さ
え
も
こ
わ
さ
な
い
、
五
日
目
ご
と
に
一
風
あ
り
、
十
日
目

ご
と
に
一
雨
が
あ
る
。
) 

百
華
…
百
花
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
花
｡ 

寥
寂
…
心
が
満
ち
足
り
ず
、
も
の
寂
し
い
。
 

劫
…
き
わ
め
て
長
い
時
間
の
こ
と
｡ 
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仏
教
な
ど
イ
ン
ド
哲
学
で
は
、
極
め
て
長
い
宇
宙
論
的
な
時
間
の
単
位
。
梵
語

k
a
lp
a
の
音
写
文
字
｢
劫
波
｣
の
略
｡
循
環
宇
宙

論
の
中
で
、
1
つ
の
宇
宙
（
あ
る
い
は
世
界
）
が
誕
生
し
消
滅
す
る
ま
で
の
期
間
と
言
わ
れ
る
。
西
洋
で
は
、
ま
れ
に
イ
ー

オ
ン
 (a

eon
) 
と
意
訳
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
 

荊
榛
…
い
ば
ら
と
、
は
し
ば
み
の
雑
木
の
し
げ
み
。
 

 〔
原
韻
〕
 

墨
場
精
進
盛
名
馳
。
墨
場
 
精
進
 
盛
名
を
馳
す
。
 

芳
艸
好
花
三
體
宜
。
芳
草
 
好
花
 
三
体
宜
し
。
 

表
彰
今
日
豈
無
以
。
表
彰
 
今
日
 
豈
に
以
 
無
か
ら
ん
や
。
 

書
風
逐
怪
欲
傾
時
。

書
風
 
怪
を
逐
う
て
 
傾
か
ん
と
欲
す
る
時
。
 

盛
名
…
立
派
な
評
判
。
盛
ん
な
名
声
。
 

 

同
 
次

小
野
榎

陵
君
見

寄
詩
韻

 
同
、
小
野
榎
陵
君
の
寄
せ
ら
れ
た
詩
韻
に
次
す
。
 

至
樂
唯
知
筆
硯
精
。

至
楽
 
唯
だ
知
る
 
筆
硯
の
精
。
 

何
圖
今
日
浴
斯
榮
。
何
ぞ
図
ら
ん
 
今
日
 
斯
の
栄
に
浴
せ
ん
と
は
。
 

五
千
子
弟
觀
無
限
。

五
千
の
子
弟
 
歓
び
限
り
無
し
。
 

遠
近
寄
書
稱
我
名
。
遠
近
 
書
を
寄
せ
て
 
我
が
名
を
称
す
。
 

至
楽
…
こ
の
上
な
く
楽
し
い
こ
と
。
 

 〔
原
韻
〕
 

芳
翠
先
生
筆
益
精
。
芳
翠
先
生
、
筆
ま
す
ま
す
精
。
 

藝
園
乍
聽
喬
遷
榮
。

芸
園
 
乍
ち
聴
く
 
喬
遷
の
栄
。
 

談
玄
觀
妙
寔
堪
仰
。
談
玄
観
妙
 
ま
こ
と
に
仰
ぐ
に
堪
え
た
り
。
 

道
業
炳
乎
千
載
名
。
道
業
 
炳
乎
た
り
 
千
載
の
名
。
 

 喬
遷
…
う
ぐ
い
す
が
谷
を
出
て
高
い
木
に
移
る
。
良
い
方
へ
移
る
こ
と
の
た
と
え
。
人
の
転
宅
や
地
位
の
昇
進
を
祝
っ
て
い
う
言
葉
。
 

道
業
…
道
化
と
事
業
。
 

炳
乎
…
光
り
輝
い
て
明
ら
か
な
様
子
。
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千
載
…
千
年
。
転
じ
て
、
長
い
年
月
。
千
歳
。
 

 

同
 
次

鶴
岡
秀

堂
君
見

寄
詩
韻

 
同
、
鶴
岡
秀
堂
君
の
寄
せ
ら
れ
た
詩
韻
に
次
す
。
 

曾
贈
寒
梅
慰
我
神
。

曾
て
寒
梅
を
贈
っ
て
 
我
が
神
( こ
こ
ろ
) を
慰
む
。
 

年
年
逢
節
想
其
人
。

年
々
節
に
逢
っ
て
 
其
の
人
を
想
う
。
 

奇
香
遍
及
山
中
宿
。
奇
香
 
遍
く
及
ぶ
 
山
中
の
宿
。
 

的
礫
樗
門
一
段
春
。
的
礫
( て
き
ら
く
) た

り
樗
門
 
一
段
の
春
。
 

 奇
香
…
珍
し
い
香
り
。
 

的
礫
…
白
く
鮮
や
か
に
輝
く
様
子
。
 

 〔
原
韻
〕
 

臨
池
百
歳
妙
通
神
。
臨
池
百
歳
 
妙
 
神
に
通
ず
。
 

藝
苑
齊
推
第
一
人
。

芸
苑
 
斉
し
く
推
す
 
第
一
人
。
 

院
賞
榮
譽
長
不
朽
。

院
賞
の
栄
誉
 
長
く
朽
ち
ず
。
 

樗
園
獨
占
白
梅
春
。

樗
園
 
独
り
占
う
 
白
梅
の
春
。
 

同
 
次

氏
家
史

山
君
見

寄
詩
韻

 
氏
家
史
山
君
の
寄
せ
ら
れ
た
詩
韻
に
次
す
。
 

臨
池
長
貫
一
精
神
。
臨
池
 
長
く
貫
く
 
一
精
神
。
 

筆
硯
却
磨
心
與
身
。

筆
硯
 
却
っ
て
磨
く
 
心
と
身
と
。
 

六
十
七
年
誰
夢
想
。
六
十
七
年
 
誰
か
夢
想
せ
ん
。
 

叨
恩
今
日
侍
楓
宸
。
恩
を
叨
(
み
だ
)
り
に
し
て
 
今
日
 
楓
宸
に
侍
す
る
を
。
 

 楓
宸
…
漢
代
、
宮
殿
に
楓
( ふ
う
) を
植
え
た
こ
と
か
ら
、
天
子
の
い
る
宮
殿
。
 

 〔
原
韻
〕
 

文
墨
樗
翁
技
入
神
。

文
墨
の
樗
翁
 
技
 
神
に
入
る
。
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榮
褒
今
日
更
亢
身
。
栄
褒
 
今
日
 
更
に
身
を
亢
( た

か
ぶ
) る

。
 

温
顔
彷
彿
拈
華
笑
。
温
顔
 
彷
彿
た
り
 
拈
華
の
笑
。
 

仰
見
恩
師
列
紫
宸
。
仰
ぎ
見
る
 
恩
師
の
紫
宸
に
列
す
る
を
。
 

 彷
彿
…
あ
り
あ
り
と
心
に
浮
ぶ
。
 

拈
華
…
拈
華
微
笑
の
略
。
こ
と
ば
を
用
い
ず
に
、
心
か
ら
心
に
伝
え
る
こ
と
。
 

釈
迦
が
霊
鷲
山
で
説
法
し
た
時
、
黙
っ
て
蓮
の
花
を
ひ
ね
っ
て
大
衆
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
摩
訶
迦
葉
が
た
だ
一
人
そ
の
意
を

解
し
て
微
笑
し
て
い
た
の
で
こ
れ
に
奥
義
を
授
け
た
と
い
う
話
か
ら
。
 

『
聯
燈
会
要
』
・
『
釈
迦
牟
尼
仏
章
』
に
は
「
世
尊
在
霊
山
会
上
。
拈
華
示
衆
。
衆
皆
黙
然
。
唯
迦
葉
破
顔
微
笑
。
世
尊
云
。

吾
有
正
法
眼
蔵
、
涅
槃
妙
心
、
実
相
無
相
、
微
妙
法
門
、
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
。
付
属
摩
訶
迦
葉
」
( 世
尊
、
昔
、
霊
山
会

上
に
在
っ
て
、
花
を
拈
じ
て
衆
に
示
す
。
是
の
時
、
衆
皆
な
黙
然
た
り
。
惟
( た
だ
) 迦

葉
尊
者
の
み
、
破
顔
微
笑
す
。
世
尊
云

く
、
「
吾
に
正
法
眼
蔵

 
涅
槃
妙
心

 
実

相
無
相

 
微
妙
法
門
あ
り
。
不
立
文
字

 
教
外
別
伝

 
摩
訶
迦
葉
に
付
嘱
す
) と
あ

る
。
ま
た
『
大
梵
天
王
問
仏
決
疑
経
』
に
も
「
正
法
眼
蔵
・
涅
槃
妙
心
、
微
妙
法
門
あ
り
、
文
字
を
立
て
ず
教
外
に
別
伝
し

て
迦
葉
に
付
属
す
」
と
あ
る
。
 

紫
宸
…
天
子
の
御
殿
｡
(
｢
紫
｣
は
紫
微
、
｢
宸
｣
は
天
帝
の
い
る
所
)
 

 

同
 
次

後
藤
芳

川
君
見

贈
詩
韻

 
同
後
藤
芳
川
君
の
贈
ら
れ
た
詩
韻
に
次
す
。
 

自
比
山
樗
豈
冀
魁
。

自
ら
山
樗
に
比
す
、
豈
に
魁
を
冀
(
こ
い
ね
が
)
わ
ん
や
。
 

辛
酸
世
味
愧
塩
梅
。
辛
酸
の
世
味
、
塩
梅
を
慙
( は

じ
) る

。
 

金
風
猶
有
訪
三
徑
。
金
風
 
猶
 
三
径
を
訪
ね
る
あ
り
。
 

一
簇
晩
香
松
下
開
。

一
簇
の
晩
香
 
松
下
に
開
く
。
 

 魁
…
他
に
先
ん
じ
て
事
を
は
じ
め
る
。
 

金
風
…
五
行
説
( 中
国
の
思
想
で
宇
宙
の
万
物
は
す
べ
て
、
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
五
行
の
相
生
、
相
克
の
力
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ

る
と
い
う
説
) で
秋
を
金
に
配
す
る
こ
と
か
ら
。
秋
の
風
。
 

ち
な
み
に
日
本
で
は
、
奈
良
県
田
原
本
町
の
奈
良
唐
古
・
鍵
遺
跡
か
ら
、
大
型
の
翡
翠
製
勾
玉
を
納
め
た
薬
箱
が
出
土
し
、

中
に
陰
陽
五
行
の
四
色
の
勾
玉
が
あ
た
こ
と
か
ら
、
弥
生
時
代
中
期
後
半
～
後
期
初
頭
( 紀
元
前
後
) に
は
、
弥
生
人
が
古
代
中

国
の
陰
陽
五
行
思
想
や
宇
宙
観
を
熟
知
し
て
い
た
の
で
は
と
見
ら
れ
て
い
る
。
 

三
径
…
漢
の
蒋
氛
が
庭
に
三
つ
の
道
( 三
径
) を
つ
く
り
、
松
･
菊
･
竹
を
植
え
た
と
い
う
話
か
ら
、
庭
に
あ
る
三
つ
の
小
径
。
 

隠
者
の
住
い
の
庭
に
た
と
え
る
。
 

晩
香
…
暮
方
の
春
。
 

 〔
原
韻
〕
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書
魁
畢
竟
是
詩
魁
。

書
魁
 
畢
( こ

と
ご
と
く
) 寛

し
 
是
れ
詩
魁
。
 

自
比
山
樗
性
似
梅
。

自
ら
山
樗
に
比
す
る
も
 
性
 
梅
に
似
た
り
。
 

凌
轢
氷
霜
凛
能
耐
。
氷
霜
と
凌
轢
し
て
 
凛
と
し
て
能
く
耐
ゆ
。
 

春
風
一
夜
百
花
開
。

春
風
 
一
夜
 
百
花
開
く
。
 

 凌
轢
…
侮
り
踏
み
に
じ
る
こ
と
。
 

 

次
雪
峰

小
松
大

人
見
似

詩
韻
 
雪
峯
小
松
大
人
の
似
( し

め
) さ

れ
た
詩
韻
に
次
す
。
 

禽
聲
繞
屋
報
新
晴
。
禽
声
 
屋
を
繞
(
め
ぐ
)
っ
て
 
新
晴
を
報
ず
。
 

赴
召
薫
風
送
一
行
。
召
に
赴
げ
ば
 
薫
風
 
一
行
を
送
る
。
 

咫
尺
龍
顔
應
下
問
。
龍
顔
に
咫
尺
し
て
 
下
問
に
応
ず
。
 

賜
餐
翰
墨
老
書
生
。
餐
を
賜
う
 
翰
墨
の
老
書
生
。
 

 禽
…
と
り
。
鳥
類
。
 

龍
顔
…
天
子
の
顔
。
天
顔
。
 

咫
尺
…
身
分
の
高
い
人
の
す
ぐ
近
く
。
 

下
問
…
目
下
の
者
に
質
問
す
る
。
 

 外
房
釣

游
 
三
首
 

一
竿
風
月
欲
忘
機
。

一
竿
風
月
 
機
を
忘
れ
ん
と
欲
す
。
 

來
伍
閑
鷗
舊
釣
磯
。

来
っ
て
閑
鴎
に
伍
す
 
旧
釣
の
磯
。
 

漫
描
汀
沙
成
鳥
迹
。
漫
に
汀
沙
に
描
い
て
 
鳥
迩
を
成
す
。
 

白
波
忽
寄
奪
之
歸
。
白
波
忽
ち
寄
せ
て
 
之
を
奪
っ
て
帰
る
。
 

 一
竿
風
月
…
魚
釣
り
を
し
た
り
自
然
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
、
世
間
の
俗
事
を
忘
れ
る
こ
と
る
 

閑
鴎
…
カ
モ
メ
。
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伍
す
…
仲
間
に
は
い
る
。
肩
を
並
べ
る
。
 

汀
沙
…
水
ぎ
わ
の
砂
原
。
浜
。
 

鳥
迹
…
文
字
。
( 許
慎
『
説
文
解
字
』
序
に
、
「
黄
帝
之
史
倉
頡
見
、
鳥
獸
蹄
迒
之
迹
、
知
分
理
之
可
相
別
異
也
、
初
造
書
契
。
( 黄
帝

の
家
臣
の
蒼
頡
が
鳥
の
足
跡
を
見
て
文
字
を
つ
く
っ
た
) 」
と
あ
る
。
) 

 放
艇
隨
波
似
泛
空
。
艇
を
放
っ
て
波
に
随
え
ば
 
空
に
泛
(
う
か
)
ぶ
に
似
た
り
。
 

垂
綸
盡
日
學
漁
翁
。
綸
を
垂
れ
て
 
尽
日
 
漁
翁
に
学
ぶ
。
 

不
關
笭
箵
少
佳
獲
。
関
せ
ず
笭
箵
 
佳
獲
の
少
な
き
を
。
 

飽
領
太
平
洋
上
風
。
飽
領
す
 
太
平
洋
上
の
風
。
 

 綸
…
釣
り
糸
。
 

尽
日
…
一
日
じ
ゅ
う
。
終
日
。
 

漁
翁
…
漁
師
の
老
人
。
 

笭
箵
…
魚
篭
、
魚
籠
。
 

佳
獲
…
獲
物
。
 

 罷
釣
歸
來
歩
暮
煙
。
釣
を
罷
(
や
)
め
て
帰
来
、
暮
煙
に
歩
(
あ
ゆ
)
む
。
 

平
沙
潮
落
下
飛
鳶
。

平
沙
 
潮
落
ち
て
 
鳶
 
飛
び
下
る
。
 

高
歌
漁
老
盪
舟
去
。
高
歌
し
て
漁
老
 
舟
を
盪
(
う
ご
)
か
し
て
去
る
。
 

尺
半
銀
鱗
跳
渚
邊
。
尺
半
の
銀
鱗
 
渚
辺
に
跳
る
。
 

 暮
煙
…
夕
暮
れ
に
立
ち
上
る
煙
。
夕
暮
れ
の
靄
。
 

平
沙
…
平
ら
な
砂
原
･
砂
地
。
 

高
歌
…
声
高
く
歌
う
。
高
唱
。
 

銀
鱗
…
銀
色
の
う
ろ
こ
。
転
じ
て
、
波
間
な
ど
に
光
っ
て
み
え
る
魚
。
 

尺
半
…
一
尺
は
約
三
〇
･
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
｡
そ
の
半
分
の
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
 

 

次
鐵
甕

今
田
先

生
見
惠

詩
韻
 
鐵
甕
今
岡
先
生
の
恵
ま
れ
た
詩
韻
に
次
す
。
 

翰
墨
交
情
澹
似
僊
。
翰
墨
の
交
情
 
澹
と
し
て
仙
に
似
た
り
。
 



20 一
逢
長
結
好
鵞
縁
。

一
逢
 
長
く
結
ぶ
 
好
鵞
の
縁
。
 

風
塵
不
到
臨
池
室
。

風
塵
 
到
ら
ず
 
臨
池
の
室
。
 

煮
茗
論
詩
書
案
前
。
茗
を
煮
、
詩
を
論
ず
 
書
案
の
前
。
 

 一
逢
…
初
対
面
。
 

鵞
…
鵞
鳥
と
い
え
ば
王
羲
之
で
、
書
道
の
意
。
次
の
よ
う
な
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

「
王
羲
之
は
幼
い
頃
か
ら
鵞
鳥
が
大
好
き
だ
っ
た
。
会
稽
( 今
日
の
浙
江
省
紹
興
あ
た
り
) の
あ
る
老
婦
人
が
飼
っ
て
い
る
一
羽

の
大
き
な
白
い
鵞
鳥
は
、
耳
に
心
地
よ
い
澄
ん
だ
鳴
き
声
を
し
て
い
た
。
王
羲
之
は
大
金
で
そ
れ
を
買
い
取
ろ
う
と
し
た
が
、

老
婦
人
に
断
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
親
類
と
友
人
を
連
れ
て
そ
の
声
を
聴
き
に
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
老
婦
人
は

彼
が
や
っ
て
く
る
と
聞
い
て
、
料
理
し
て
彼
ら
を
も
て
な
そ
う
と
わ
ざ
わ
ざ
鵞
鳥
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
王
羲
之
は
大
い
に

興
ざ
め
し
て
、
長
い
間
嘆
き
続
け
た
。
そ
の
後
今
度
は
山
陰
( 今
日
の
浙
江
省
紹
興
あ
た
り
) の
あ
る
道
士
が
い
い
鵞
鳥
を
飼
っ

て
い
る
と
聞
き
つ
け
た
王
羲
之
は
、
大
急
ぎ
で
見
に
行
っ
た
。
白
い
鵞
鳥
は
思
っ
た
通
り
こ
と
ご
と
く
ま
る
で
こ
の
世
の
物

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
、
羲
之
は
非
常
に
気
に
入
っ
て
、
す
ぐ
に
何
羽
か
売
っ
て
く
れ
る
よ
う
道
士
に
頼
み
こ
ん
だ
。

道
士
は
言
っ
た
。「
わ
が
道
観
の
た
め
に
『
道
徳
経
』
の
一
篇
を
書
い
て
下
さ
れ
ば
、
こ
の
鵞
鳥
の
群
れ
ご
と
全
部
差
し
上
げ

ま
し
ょ
う
」
。
羲
之
は
快
諾
し
、
た
ち
ま
ち
そ
の
写
書
を
書
き
上
げ
る
と
、
白
い
鵞
鳥
を
一
羽
ず
つ
籠
に
入
れ
て
、
大
喜
び
で

帰
っ
て
い
っ
た
。
」
 

「
蘭
亭
図
」
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
の
中
か
ら
王
羲
之
を
探
す
に
は
、
鵞
鳥
を
探
せ
ば
よ
い
。
王
羲
之
の
脇
に
は
必
ず

鵞
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
 

風
塵
…
風
に
巻
き
起
こ
さ
れ
る
土
ぼ
こ
り
か
ら
転
じ
て
、
わ
ず
ら
わ
し
く
、
け
が
ら
わ
し
い
物
事
の
た
と
え
｡
俗
事
･
俗
世
間
｡ 

茗
…
茶
。
特
に
、
番
茶
。
 

書
案
…
机
。
 

 

庚
子
十

月
游
於

昇
仙
峡

 
庚
子
十
月
 
昇
仙
峡
に
游
ぶ
。
 

恠
石
呼
雲
龍
上
天
。
恠
石
 
雲
を
呼
ん
で
 
龍
 
天
に
上
り
。
 

奇
巖
臨
水
虎
呑
淵
。
奇
巌
 
水
に
臨
ん
で
 
虎
 
渕
に
呑
む
。
 

千
容
萬
態
谿
窮
處
。

千
容
万
態
 
谿
 
窮
る
処
。
 

鞺
鞳
搖
山
懸
瀑
泉
。
鞺
鞳
山
を
揺
か
し
て
 
瀑
泉
懸
か
る
。
 

 恠
石
…
恠
＝
怪
。
奇
妙
な
形
の
石
。
 

千
容
万
態
…
い
ろ
い
ろ
な
状
態
。
 

鞺
鞳
…
水
や
波
の
音
の
響
く
さ
ま
。
鼓
( つ
づ
み
) や
太
鼓
の
鳴
り
響
く
さ
ま
。
 

瀑
泉
…
滝
。
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野
方
翁

以
余
近

什
昇
仙

峽
詩
刻

石
添
次

韻
詩
 

而
見
贈

即
疊
韻

以
却
寄

 
 
野
方
翁
余
が
近
什
昇
仙
峽
の
詩
を
以
て
石
に
刻
し
次
韻
の
詩
を
添
え
て
贈
ら
れ
た
。
即
ち
疊
韻
以
て
却
寄
す
。 

昇
仙
刻
石
欲
摩
天
。
昇
仙
の
刻
石
 
天
を
摩
せ
ん
と
欲
す
。
 

猛
乕
嘯
風
龍
潜
淵
。
猛
虎
 
風
に
嘯
( う
そ
ぶ
) き

 
龍
渕
に
潜
む
。
 

一
片
冰
刀
消
酷
暑
。

一
片
の
冰
刀
 
酷
暑
を
消
し
。
 

峭
崖
千
仭
挂
飛
泉
。
峭
崖
 
千
仭
 
飛
泉
を
挂
(
か
)
く
。
 

 峭
崖
…
険
し
く
そ
び
え
た
崖
｡ 

千
仭
…
山
が
非
常
に
高
い
こ
と
。
ま
た
、
海
や
谷
が
非
常
に
深
い
こ
と
。
 

飛
泉
…
急
に
落
下
す
る
水
。
滝
。
 

 

臨
池
偶

興
 

嘗
上
青
山
求
一
閑
。
嘗
て
青
山
に
上
っ
て
 
一
閑
を
求
む
。
 

青
山
多
事
未
全
閑
。

青
山
 
多
事
 
未
だ
全
く
閑
な
ら
ず
。
 

臨
池
忙
了
書
樓
裡
。
臨
池
 
忙
了
す
 
書
楼
の
裡
。
 

却
得
浮
生
半
日
閑
。
却
っ
て
得
た
り
浮
生
 
半
日
の
閑
。
 

 一
閑
…
ゆ
っ
た
り
と
し
て
静
か
な
ひ
と
と
き
。
 

忙
了
…
忙
し
さ
が
終
わ
る
。
 

浮
生
…
は
か
な
い
人
生
。
あ
て
も
な
い
生
活
。
 

 

庚
子
十

月
熊
本

城
復
元

竣
工
 

片
鎗
勇
武
奮
鷄
林
。

片
鎗
 
勇
武
 
鶏
林
に
奮
( ふ

る
) う

。
 

臨
節
忠
誠
景
仰
深
。
節
に
臨
ん
で
忠
誠
 
景
仰
深
し
。
 



22 肥
後
名
城
復
元
日
。
肥
後
の
名
城
 
復
元
の
日
。
 

一
環
呼
醒
少
年
心
。

一
環
 
呼
び
醒
す
 
少
年
の
心
。
 

 熊
本
城
…
中
世
に
千
葉
城
、
隈
本
城
が
築
か
れ
、
安
土
桃
山
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
加
藤
清
正
が
こ
れ
を
取
り
込

み
、
現
在
の
よ
う
な
姿
の
熊
本
城
を
築
い
た
。
日
本
三
名
城
の
一
つ
と
さ
れ
、
「
清
正
流
」
と
呼
ば
れ
る
石
垣
の
上
に
御
殿
、

大
小
天
守
、
五
階
櫓
な
ど
が
詰
め
込
ん
だ
よ
う
に
建
て
ら
れ
、
一
大
名
の
城
と
し
て
は
「
日
本
一
」
で
あ
る
と
の
評
価
が
あ

る
。
加
藤
清
正
は
、
豊
臣
秀
吉
の
子
飼
い
の
家
臣
で
、
賤
ヶ
岳
の
七
本
槍
・
七
将
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
後
も
各
地
を
転

戦

し
て
武
功
を
挙
げ
、
肥
後
北
半
国
を
与
え
ら
れ
た
。
秀
吉
没
後
は
徳
川
氏
の
家
臣
と
な
り
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
働
き
に
よ
っ

て
肥
後
国
一
国
を
与
え
ら
れ
、
肥
後
国
熊
本
藩
初
代
藩
主
と
な
っ
た
。
( ウ
ィ
キ
メ
デ
ィ
ア
よ
り
) 

片
鎗
…
( 加
藤
清
正
の
) 片
手
に
鎗
 

勇
武
…
勇
気
が
あ
っ
て
、
武
芸
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

鶏
林
…
新
羅
の
異
称
。
( 「
三
国
史
記
」
の
故
事
に
よ
れ
ば
、
新
羅
の
脱
解
王
が
、
城
の
西
方
の
始
林
に
白
鶏
の
鳴
く
の
を
聞
き
、
始

林
を
鶏
林
と
改
め
た
と
い
う
。
)  
転
じ
て
、
朝
鮮
の
異
称
。
 

加
藤
清
正
は
、
文
禄
元
年
（
1
5
9
2
年
）
か
ら
の
文
禄
・
慶
長
の
役
で
は
、
朝
鮮
へ
出
兵
し
た
。
 

景
仰
…
尊
敬
し
て
し
た
う
こ
と
。
景
慕
。
景
仰
。
 

一
環
…
く
さ
り
の
一
つ
の
輪
。
転
じ
て
、
あ
る
事
柄
の
中
で
、
全
体
に
関
係
を
も
つ
も
の
の
あ
る
重
要
な
一
部
分
。
 

 

簓
庵
主

人
見
贈

戲
畫
集

次
野
方

翁
詩
韻

以
道
謝

 

 
簓
庵
主
人
戯
画
集
を
贈
ら
れ
、
野
方
翁
の
詩
韻
に
次
し
以
て
謝
を
道
( い

) う
。
 

簓
庵
餘
技
畫
中
仙
。
簓
庵
の
余
技
 
画
中
の
仙
。
 

筆
筆
飄
颻
欲
上
天
。

筆
々
に
 
瓢
 
颻
(
ひ
る
が
え
)
り
 
天
に
上
ら
ん
と
欲
す
。
 

梅
潤
入
軒
蝸
篆
滿
。
梅
 
潤
い
 
軒
に
入
っ
て
 
蝸
篆
満
つ
。
 

龍
芽
一
椀
鑑
新
篇
。
竜
芽
 
一
椀
 
新
篇
を
鑑
( か

ん
が
み
) る

。
 

 蝸
篆
…
蝸
牛
( カ
タ
ツ
ム
リ
) の
動
い
た
跡
。
あ
た
か
も
篆
書
の
よ
う
に
見
え
る
。
 

 

谿
泉
君

歌
集
出

版
記
念

會
席
上

 

三
十
年
前
過
上
州
。

三
十
年
前
 
上
州
を
過
ぎ
。
 

茂
林
寺
畔
慰
吟
眸
。
茂
林
寺
畔
 
吟
眸
 
慰
( な
ぐ
さ
) む

。
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生
流
轉
谿
泉
響
。
生
々
流
転
 
谿
泉
 
響
き
。
 

滿
耳
清
聲
憶
遠
游
。
耳
を
満
た
す
清
声
 
遠
游
を
憶
う
。
 

 吟
眸
…
目
に
映
る
見
事
な
景
色
の
素
晴
ら
し
さ
。
 

生
々
流
転
…
万
物
が
生
死
を
く
り
返
し
な
が
ら
姿
を
変
え
て
い
く
こ
と
。
 

清
声
…
清
音
。
す
ん
だ
音
。
 

遠
游
…
遠
遊
。
学
問
･
修
行
な
ど
の
た
め
に
、
遠
く
の
土
地
に
い
く
こ
と
。
 

 

辛
丑
元

旦
 

昭
和
三
十
六
年
 

昭
和
六
六
歳
光
新
。

昭
和
六
六
 
歳
光
 
新
た
な
り
。
 

書
海
駸
駸
作
法
人
。

書
海
 
駸
々
 
法
人
と
作
る
。
 

鳥
迩
文
華
世
冠
絶
。
鳥
迩
の
文
華
 
世
に
冠
絶
す
。
 

啓
明
須
燿
日
東
眞
。
啓
明
 
須
ら
く
 
日
東
の
真
を
輝
か
す
べ
し
。
 

 六
六
…
六
×
六
＝
三
十
六
。
 

駸
々
…
も
の
ご
と
の
発
達
･
進
歩
が
速
い
よ
う
す
。
 

冠
絶
…
飛
び
抜
け
て
優
れ
て
い
る
。
最
も
優
れ
て
い
る
。
 

啓
明
…
心
が
開
け
て
い
て
道
理
に
明
る
い
こ
と
。
 

日
東
…
日
本
の
国
の
美
称
。
 

 

小
野
榎

陵
君
見

贈
手
獲

生
魚
有

詩
次
韻

以
謝
 

 
小
野
榎
陵
君
手
獲
の
生
魚
を
贈
ら
れ
、
詩
有
り
次
韻
以
て
謝
す
。
 

想
見
夜
漁
隈
水
涯
。
想
見
す
 
夜
漁
 
隈
水
の
涯
。
 

繙
書
煖
酒
爇
茅
柴
。

書
を
繙
(
ひ
も
と
)
き
 
酒
を
煖
め
 
茅
柴
を
爇
く
。
 

寒
厨
此
日
因
君
潤
。
寒
厨
 
此
日
 
君
に
因
っ
て
潤
う
。
 

曙
夢
醒
來
剰
巨
鮭
。
曙
 
夢
醒
め
来
っ
て
 
巨
鮭
を
剰
す
。
 

 隈
水
…
川
が
曲
が
っ
て
入
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
｡ 
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茅
柴
…
火
の
つ
い
た
茅
( ち
が
や
) や
、
柴
が
す
ぐ
燃
え
つ
き
て
し
ま
う
よ
う
に
、
酔
っ
て
も
す
ぐ
さ
め
て
し
ま
う
薄
い
悪
い
酒
。
 

爇
…
焼
く
。
 

 

次
鳴
雪

君
華
甲

自
述
韻

 
鳴
雪
君
の
華
甲
自
述
の
韻
に
次
す
。
 

壯
年
曾
識
墨
林
雄
。
壮
年
 
曾
て
識
る
 
墨
林
の
雄
。
 

圓
熟
今
看
華
甲
翁
。
円
熟
 
今
看
る
 
華
甲
の
翁
。
 

桃
李
滿
門
春
可
樂
。
桃
李
 
門
に
満
ち
 
春
 
楽
し
む
べ
し
。
 

光
風
嶽
雪
共
融
融
。

光
風
 
嶽
雪
 
共
に
融
々
。
 

 華
甲
…
数
え
年
六
一
歳
の
称
｡
還
暦
｡
 

桃
李
…
自
分
が
推
薦
し
た
人
物
･
門
下
生
。
 

光
風
…
雨
が
晴
れ
あ
が
っ
た
後
に
吹
く
、
さ
わ
や
か
な
風
。
ま
た
、
雨
後
の
さ
わ
や
か
な
け
し
き
。
 

嶽
雪
…
嶽
の
雪
。
 

融
々
…
の
ど
か
な
さ
ま
。
 

 

聞
温
知

居
士
晩

秋
翁
記

念
碑
竣

工
 
温

知
居
士
晩
秋
翁
の
記
念
碑
竣
工
を
聞
く
。
 

淋
漓
遺
墨
出
風
塵
。
淋
漓
た
る
遺
墨
 
風
塵
を
出
ず
。
 

温
故
知
新
華
有
神
。
温
故
知
新
、
筆
に
神
 
有
り
。
 

屹
立
豊
碑
衆
齊
仰
。
屹
立
す
る
豊
碑
 
衆
 
斉
( ひ

と
) し

く
仰
ぐ
。
 

千
秋
萬
古
徳
成
隣
。

千
秋
萬
古
 
徳
 
隣
を
成
す
。
 

 淋
漓
…
感
情
･
勢
い
な
ど
が
、
表
に
溢
れ
出
る
様
子
。
 

風
塵
…
世
間
の
わ
ず
ら
わ
し
い
雑
事
。
ま
た
、
わ
ず
ら
わ
し
い
世
の
中
。
俗
世
間
。
俗
塵
。
 

温
故
知
新
…
前
に
学
ん
だ
こ
と
や
古
い
言
葉
を
も
う
一
度
甦
ら
せ
て
、
新
し
い
真
理
を
悟
る
こ
と
。
 

『
論
語
( 為
政
篇
) 』
に
「
子
曰
、
温
故
而
知
新
、
可
以
為
師
矣
。
」
( 孔
子
が
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。
「
過
去
の
古
い
事
柄
を
再

び
考
え
、
新
し
い
事
柄
も
知
れ
ば
、
他
人
を
教
え
る
師
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
」
) と
あ
る
。
 

「
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」
の
後
に
「
以
っ
て
師
た
る
べ
し
」
と
い
う
言
葉
が
続
く
。
元
々
は
、「
煮
詰
め
て
冷
え
た

ス
ー
プ
( 羹

) を
温
め
な
お
し
て
美
味
し
く
飲
む
よ
う
に
、
古
い
伝
統
的
な
知
識
や
教
養
を
考
え
直
し
て
、
新
し
い
事
柄
の
理
解

に
役
立
て
よ
」
と
い
う
話
で
、「
過
去
の
知
識
を
単
純
に
詰
め
込
む
だ
け
で
は
、
人
を
指
導
す
る
師
に
は
な
れ
な
い
」
と
い
う

の
が
本
来
の
意
味
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
故
( ふ
る
き
) き
を
温
ね
て
」
の
「
温
」
は
、
一
般
的
に
は
「
た
ず
ね
て
」
と
読

む
が
、
「
あ
た
た
め
て
」
と
読
む
べ
き
と
の
解
釈
も
あ
る
。
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屹
立
…
高
く
大
き
く
聳
え
立
つ
。
そ
そ
り
立
つ
こ
と
。
 

千
秋
萬
古
…
永
遠
に
。
は
る
か
過
去
か
ら
未
来
ま
で
ず
っ
と
。
( 沈
佺
期
の
詩
「
佺
山
」
に
見
え
る
。
) 

 

辛
丑
四

月
念
三

與
畊
硯

會
諸
子

遊
于
野

田
 

聚
樂
園

席
上
次
土
方
秦

山
詩
韻

 
 
辛
丑
四
月
念
三
、
畊
硯
会
並
に
二
葉
会
諸
子
と
野
田
聚
楽
園
に
遊
び
、
席
上
土
方
秦
山
の
詩
韻
に
次
す
。
 

聚
樂
園
中
櫻
已
飛
。
聚
楽
園
中
 
桜
 
已
に
飛
び
、
 

杜
鵑
花
發
翠
成
圍
。
杜
鵑
 
花
 
発
い
て
 
翠
、
圍
を
成
す
。
 

詩
書
講
罷
彷
湖
畔
。

詩
書
 
講
じ
罷
( つ

か
) れ

て
 
湖
畔
を
彷
(
さ
ま
よ
)
え
ば
、
 

群
鷺
澄
潭
散
素
輝
。
群
鴛
 
澄
潭
 
素
輝
を
散
ず
。
 

 杜
鵑
…
ほ
と
と
ぎ
す
。
 

群
鴛
…
お
し
ど
り
の
群
れ
。
 

澄
潭
…
清
く
す
ん
だ
渕
。
 

素
輝
…
白
い
光
。
 

 

書
窓
偶

成
 

翰
墨
生
涯
慕
古
賢
。
翰
墨
の
生
涯
 
古
賢
を
慕
う
。
 

懷
馳
上
下
二
千
年
。

懐
い
は
馳
す
 
上
下
二
千
年
。
 

臨
池
久
遠
無
窮
已
。
臨
池
 
久
遠
 
窮
ま
り
已
む
こ
と
な
し
。
 

求
道
心
通
不
老
僊
。
求
道
の
心
は
通
ず
 
不
老
の
仙
。
 

 翰
墨
…
詩
文
･
書
画
･
学
問
な
ど
。
 

久
遠
…
時
が
か
ぎ
り
な
く
つ
づ
く
こ
と
。
ま
た
、
遠
い
昔
。
 

求
道
…
仏
の
教
え
を
得
よ
う
と
願
い
、
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
。
求
法
。
 

不
老
…
老
衰
せ
ず
、
死
な
な
い
こ
と
。
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辛
丑
五

月
與
枝

翠
南
谿
憙
齋
赴
郡
山
書

道
會
 

業
畢
而
探
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

之
景
觀
六
首
 

昭
和
三
十
六
年
五
月
 
大
内
枝
翠
、
中
平
南
谿
、
谷
村
憙
齋
と
郡
山
書
道
会
に
赴
き
、
 

業
畢
っ
て
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
景
観
を
探
る
六
首
。
 

 
次
小
野
榎
陵
君
詩
韻
 

翰
墨
交
遊
淡
淡
清
。
翰
墨
の
交
遊
 
淡
々
と
し
て
清
し
。
 

一
逢
忽
結
十
年
情
。

一
逢
 
忽
ち
結
ぶ
 
十
年
の
情
。
 

山
川
况
復
舊
相
識
。

山
川
 
況
ん
や
復
た
 
旧
 
相
識
。
 

新
樹
臨
風
青
眼
迎
。

新
樹
 
風
に
臨
ん
で
 
青
眼
に
迎
う
。
 

 一
逢
…
初
対
面
。
 

相
識
…
た
が
い
に
相
手
を
知
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
人
。
知
り
合
い
。
知
人
。
 

 

同
 
磐
梯
熱
海

温
泉
席

上
率
賦

 
示
野
内
謙
治
鶴
齋
兄
弟
 

 
同
、
磐
梯
熱
海
温
泉
席
上
率
賦
、
野
内
謙
治
 
鶴
齋
兄
弟
に
示
す
。
 
 

卿
與
樗
翁
有
宿
縁
。
卿
 
樗
翁
と
 
宿
縁
 
有
り
。
 

海
南
北
嶺
遠
相
牽
。

海
南
 
北
嶺
 
遠
く
相
 
牽
( ひ

) く
。
 

昂
揚
文
化
功
成
日
。

文
化
を
昂
揚
し
て
 
功
 
成
る
の
日
。
 

共
究
吾
妻
連
嶽
巓
。
共
に
究
む
 
吾
妻
 
連
獄
の
巓
。
 

 昂
揚
…
あ
る
気
分
･
精
神
な
ど
が
，
高
ま
り
強
く
な
る
。
ま
た
、
高
め
強
く
す
る
。
 

巓
…
い
た
だ
き
。
山
の
頂
上
。
 

 

同
 
五
色
沼
 

雨
餘
連
嶽
絶
纖
埃
。
雨
余
の
連
嶽
、
繊
埃
を
絶
す
。
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上
壯
遊
何
快
哉
。

雲
上
の
壮
遊
、
何
ぞ
快
な
る
。
 

一
切
經
山
噴
烟
外
。

一
切
 
経
山
 
噴
烟
の
外
。
 

寂
光
五
色
沼
湖
開
。
寂
光
 
五
色
沼
湖
 
開
く
。
 

 繊
埃
…
細
か
い
ほ
こ
り
。
繊
塵
。
 

壮
遊
…
盛
ん
な
遊
覧
。
 

経
山
…
過
ぎ
て
行
く
山
。
 

寂
光
…
寂
静
(=
煩
悩
や
苦
し
み
が
な
い
) の
真
理
か
ら
発
す
る
真
智
の
光
。
 

 同
 
浄
土
平
 

快
車
遠
騁
白
雲
關
。
快
事
遠
く
騁
(
は
)
す
 
白
雲
の
関
。
 

颯
颯
天
風
拂
翠
鬟
。
颯
々
た
る
天
風
 
翠
鬟
を
払
う
。
 

登
覧
標
高
千
六
百
。
登
覧
 
標
高
千
六
百
。
 

磐
梯
殘
雪
指
呼
間
。
磐
梯
の
残
雪
 
指
呼
の
間
。
 

 快
事
…
気
持
ち
の
よ
い
出
来
事
。
胸
の
す
く
よ
う
な
事
件
。
 

颯
々
…
風
が
さ
っ
と
吹
く
よ
う
す
。
ま
た
、
そ
の
音
の
形
容
。
天
風
…
空
を
吹
く
風
。
あ
ま
つ
か
ぜ
。
 

翠
鬟
…
輪
型
に
巻
い
た
、
美
人
の
艶
々
し
い
ま
げ
。
 

指
呼
…
呼
べ
ば
答
え
る
く
ら
い
の
近
い
距
離
の
た
と
え
。
 

 同
 
不
動
澤
 

羊
腸
山
路
度
崔
嵬
。
羊
腸
た
る
山
路
 
崔
嵬
を
度
る
。
 

原
始
林
羅
新
翠
堆
。
原
始
の
林
羅
 
新
翠
 
堆
( う
づ
た
か
) し

。
 

不
動
橋
邊
駐
車
憇
。
不
動
橋
辺
 
車
を
駐
め
て
憇
う
。
 

石
楠
花
綴
斷
崖
隈
。

石
楠
花
は
綴
る
 
断
崖
の
隈
。
 

 羊
腸
…
山
道
な
ど
が
、
羊
の
腸
の
よ
う
に
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
こ
と
。
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崔
嵬
…
山
の
、
石
や
岩
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
高
く
険
し
い
様
子
。
ま
た
、
建
物
が
高
く
聳
え
て
い
る
様
子
。
 

林
羅
…
森
羅
。
樹
木
が
限
り
な
く
茂
り
並
ん
で
い
る
様
子
。
 

石
楠
花
…
し
ゃ
く
な
げ
。
つ
つ
じ
科
の
常
緑
低
木
。
初
夏
、
う
す
紅
色
ま
た
は
白
色
の
つ
つ
じ
に
似
た
花
を
つ
け
る
。
 

 

同
 
泊
土
湯
温

泉
而
聽
俚
謠
得

一
絶
句

 
磐
梯
竹
枝
 

 
同
、
土
湯
温
泉
に
泊
し
て
俚
謡
を
聴
き
一
絶
句
を
得
た
り
。
磐
梯
竹
枝
。
 

磐
梯
歌
曲
慰
羇
心
。
磐
梯
の
歌
曲
 
羇
心
を
慰
む
。
 

晏
起
坐
湯
杯
可
斟
。
晏
起
 
湯
に
座
し
 
杯
 
斟
(
く
)
む
可
し
。
 

別
有
清
流
潤
田
野
。

別
に
清
流
有
っ
て
 
田
野
を
潤
お
す
。
 

滿
山
竹
露
是
黄
金
。
満
山
の
竹
露
は
 
是
れ
黄
金
。
 

 羇
心
…
旅
心
。
 

晏
起
…
朝
お
そ
く
起
床
す
る
こ
と
。
朝
寝
坊
す
る
。
( 『
礼
記
』
内
則
) 

竹
露
…
笹
の
露
。
 

 

辛
丑
八

月
寄
有
快
師
参
籠
在
八
莖
不
動

堂
 

辛
丑
八
月
有
快
師
参
籠
し
て
八
莖
不
動
堂
に
在
る
に
寄
す
。
 

遠
避
炎
塵
訪
碧
山
。
遠
く
炎
塵
を
避
け
て
 
碧
山
を
訪
う
。
 

白
雲
漠
漠
鎖
禪
關
。
白
雲
 
漠
々
 
禅
関
を
鎖
( と
ざ
) す

。
 

導
師
入
定
無
人
語
。
導
師
 
定
に
入
っ
て
 
人
語
無
し
。
 

泉
響
蝉
聲
終
日
閑
。

泉
響
 
蝉
声
 
終
日
閑
な
り
。
 

 炎
塵
…
暑
い
日
中
の
ほ
こ
り
。
 

碧
山
…
木
の
青
々
と
し
げ
っ
た
奥
深
い
山
。
 

漠
々
…
広
々
と
し
て
果
て
し
の
な
い
様
子
。
遠
く
遙
か
な
様
子
。
広
漠
。
 

禅
関
…
澄
み
渡
っ
て
迷
い
が
無
い
清
ら
か
な
心
境
。
 

泉
響
…
泉
の
響
き
。
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書
 
懷

 

志
士
同
憂
上
一
船
。
志
士
 
同
憂
 
一
船
に
上
る
。
 

利
名
擲
去
付
雲
煙
。

名
を
利
す
を
 
擲
(
な
げ
う
)
ち
去
っ
て
 
雲
煙
に
付
す
。
 

手
排
妖
霧
回
狂
瀾
。
手
に
妖
霧
を
排
し
て
 
狂
瀾
を
回
ら
す
。
 

欲
答
翰
林
古
聖
賢
。
答
え
ん
と
欲
す
 
翰
林
の
古
聖
賢
。
 

 雲
煙
…
書
画
の
墨
色
・
筆
跡
が
鮮
や
か
な
こ
と
。
( 杜

甫
「
飲
中
八
仙
歌
」
に
「
揮
毫
落
紙
如
雲
煙
」
と
あ
る
。
) 

妖
霧
…
害
を
与
え
る
悪
い
霧
。
悪
霧
。
 

狂
瀾
…
( 「
書
海
」
と
い
う
海
に
、
) 荒
れ
く
る
う
大
波
。
 

 題
 
畫

 

獨
歸
荷
笠
僧
。
独
り
帰
る
 
荷
笠
の
僧
。
 

門
外
緑
層
層
。
門
外
 
緑
 
層
層
た
り
。
 

鐘
響
催
斜
照
。
鐘
響
 
斜
照
を
催
し
。
 

榴
花
紿
法
燈
。
榴
花
 
法
灯
を
紿
( あ
ざ
む
) く

。
 

 荷
笠
…
笠
を
か
ぶ
っ
た
僧
侶
 

層
層
…
濃
淡
に
鬱
蒼
と
茂
っ
て
い
る
。
 

榴
花
…
真
っ
赤
に
咲
い
た
石
榴
( ざ
く
ろ
) の
花
。
 

法
灯
…
迷
い
の
暗
黒
を
照
ら
す
仏
法
を
灯
火
に
た
と
え
た
こ
と
ば
。
 

 觀
國
技

 
 
 

 
国
技
を
観
る
。
 

龍
争
還
虎
闘
。
竜
 
争
い
 
還
( ま

た
) 
虎
 
闘
う
。
 

土
俵
拂
沙
看
。
土
俵
 
沙
を
払
っ
て
看
る
。
 

虚
實
阿
吽
妙
。
虚
実
 
阿
吽
の
妙
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人
手
握
汗
。

人
を
し
て
手
に
汗
を
握
ら
し
む
。
 

 沙
…
砂
。
 

阿
吽
…
＝
阿
吽
の
呼
吸
。
相
撲
の
仕
切
り
で
、
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
両
力
士
の
気
合
い
。
 

 

第
十
回

書
海
社

展
所
感

 
書
海
社
展
 
所
感
。
 

書
悔
展
觀
茲
十
回
。

書
海
展
観
 
茲
に
十
回
。
 

龍
蟠
鳳
翥
賑
東
臺
。
龍
 
蟠
( わ

だ
か
ま
) り

 
鳳
 
翥
( と

) ん
で
 
東
台
を
賑
わ
す
。
 

逐
年
驚
目
駸
駸
迹
。
逐
年
 
目
を
驚
か
す
 
駸
々
の
迹
。
 

戰
後
文
華
發
緒
來
。

戦
後
の
文
華
 
緒
を
発
し
て
来
る
。
 

 東
台
…
東
京
上
野
の
山
、
東
叡
山
を
い
う
。
 

逐
年
…
年
を
追
っ
て
物
事
の
程
度
が
進
む
よ
う
す
。
年
と
と
も
に
。
年
年
。
 

駸
々
…
物
事
の
発
達
･
進
歩
が
速
い
様
子
。
 

緒
…
物
事
の
始
め
。
い
と
ぐ
ち
。
端
緒
。
 

 悼
野
内
謙
治
翁

 
 
 

野
内
謙
治
翁
を
悼
む
。
 

一
結
兩
心
元
有
因
。

一
つ
に
結
ぶ
両
心
 
も
と
因
 
有
り
。
 

浮
生
行
路
夢
耶
眞
。
浮
生
の
行
路
 
夢
か
真
か
。
 

同
遊
如
昨
今
何
處
。

同
遊
 
昨
の
如
し
 
今
 
何
れ
の
処
ぞ
。
 

不
動
橋
邊
觀
語
人
。
不
動
橋
辺
 
観
語
の
人
。
 

 両
心
…
二
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
。
 

浮
生
…
定
ま
り
の
な
い
、
は
か
な
い
人
生
。
 

行
路
…
生
き
て
ゆ
く
方
法
。
世
わ
た
り
。
 

 辛
丑
秋

以
事
赴
關
西
爲
負
十
和

田
探
勝

之
約
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纔
(
＝
僅
)愉

閑
而
登
叡

山
 

 
辛
丑
の
秋
 
事
を
以
て
関
西
に
赴
き
 
為
に
十
和
田
探
勝
の
約
に
負
う
。
僅
か
に
閑
を
偸
ん
で
叡
山
に
登
る
。
 

孤
負
白
雲
紅
葉
圖
。
孤
負
 
白
雲
 
紅
葉
の
図
。
 

却
携
俗
事
赴
西
都
。
却
っ
て
俗
事
を
携
え
て
 
西
都
に
赴
く
。
 

飆
車
飛
棧
文
明
澤
。
飆
車
 
桟
を
飛
ん
で
 
文
明
の
沢
。
 

閑
駕
叡
山
望
太
湖
。

閑
に
叡
山
に
駕
し
て
 
大
湖
を
望
む
。
 

 孤
負
…
そ
む
く
。
 

俗
事
…
日
常
の
く
だ
ら
な
い
事
が
ら
。
世
俗
の
雑
事
。
 

西
都
…
関
西
。
 

飆
車
…
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
。
 

飆
( つ
む
じ
か
ぜ
) の
車
で
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
。
芳
翠
先
生
の
造
語
は
、
師
の
土
屋
竹
雨
を
も
唸
ら
せ
た
素
晴
ら
し
い
閃
き
・
発

想
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
 ( 黒
で
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
出
来
る
) 「
白
を
書
く
」
、
先
生
の
瞬
時
の
判
断
に
繋
が
る
よ
う
に
思
う
。

以
前
、
松
川
先
生
が
「
楷
書
千
字
文
」
を
分
析
し
、
説
明
さ
れ
た
折
り
芳
翠
先
生
は
「
そ
う
で
す
か
、
で
も
、
僕
は
そ
ん
な

こ
と
考
え
て
い
ま
せ
ん
よ
。
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
瞬
時
の
閃
き
な
の
で
し
ょ
う
。
 

し
か
し
、
や
や
暫
く
紙
に
点
を
お
書
き
に
な
っ
て
い
る
先
生
に
尋
ね
る
と
「
滲
み
が
チ
ョ
ッ
ト
…
。
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
点
を

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
「
私
は
偶
発
的
な
表
現
に
甘
ん
じ
る
芸
術
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
人
で
す
。
」
と
言
わ
れ
た
先
生
が

忍
ば
れ
ま
す
。
 

 

戯
寄
友

人
 
 

 
 
 
戯
れ
に
友
人
に
寄
す
。
 

禪
關
一
別
已
經
霜
。
禅
関
 
一
別
 
已
に
霜
を
経
た
り
。
 

欲
報
近
情
難
作
章
。
近
情
を
報
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
 
章
を
作
し
難
し
。
 

白
紙
寄
君
君
讀
破
。
白
紙
君
に
寄
す
 
君
読
破
せ
よ
。
 

無
言
或
勝
有
言
長
。

無
言
 
或
は
勝
ら
ん
 
有
言
の
長
き
に
。
 

 禅
関
…
澄
み
渡
っ
て
迷
い
が
無
い
清
ら
か
な
心
境
。
 

 

讃
秀
峰
句
集
淡

雪
 
 
秀
峰
の
句
集
淡
雪
を
読
む
。
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依
佛
法
夙
超
群
。

帰
依
 
仏
法
 
夙
( つ

と
) に
超
群
。
 

心
與
毫
端
正
不
分
。

心
、
毫
端
と
 
正
 
分
か
た
ず
。
 

十
七
言
詩
更
無
垢
。

十
七
言
詩
 
更
に
無
垢
。
 

眞
如
月
照
澹
如
雲
。

真
如
の
月
は
照
ら
す
 
澹
如
の
雲
。
 

 帰
依
…
信
仰
し
て
、
仏
の
威
徳
に
す
が
る
。
 

超
群
…
普
通
の
人
を
の
り
こ
え
て
、
ひ
と
き
わ
す
ぐ
れ
て
い
る
。
 

毫
端
…
毛
の
先
端
。
ま
た
、
き
わ
め
て
微
細
な
も
の
の
た
と
え
。
 

十
七
言
詩
…
俳
句
。
五
＋
七
＋
五
＝
十
七
。
 

無
垢
…
煩
悩
か
ら
離
れ
、
汚
れ
の
な
い
こ
と
。
煩
悩
の
ア
カ
が
な
い
こ
と
。
 

真
如
…
変
わ
る
こ
と
の
な
い
、
万
物
の
真
性
。
永
久
に
変
わ
る
こ
と
な
く
、
か
つ
、
現
実
そ
の
も
の
で
あ
る
真
理
。
 

淡
如
…
し
ず
か
で
安
ら
か
な
さ
ま
。
 

 

祝
川
村

驥
山
翁
列
藝
術

院
會
員

 
川
村
驥
山
翁
が
芸
術
院
会
員
に
列
す
る
を
祝
す
。
 

夢
逐
八
僊
秋
興
歌
。

夢
は
逐
( お

) う
八
仙
 
秋
興
の
歌
。
 

函
山
依
舊
白
雲
多
。
函
山
 
旧
に
依
っ
て
 
白
雲
多
し
。
 

忽
看
衣
錦
還
郷
客
。
忽
ち
看
る
 
衣
錦
還
郷
の
客
。
 

朝
向
楓
宸
佩
玉
過
。

朝
に
楓
宸
に
向
っ
て
 
佩
玉
し
て
過
ぐ
。
 

 函
山
…
箱
根
山
。
箱
根
は
、
古
く
は
「
函
根
」
と
も
書
い
た
。
 

衣
錦
還
郷
…
出
世
し
て
誇
ら
し
げ
に
故
郷
に
帰
る
。
故
郷
に
に
し
き
を
飾
る
。
 

『
梁
書
』
劉
之
遴
伝
に
「
高
祖
謂
曰
、
卿
母
年
德
並
高
。
故
令
卿
衣
錦
還
郷
、
盡
榮
養
之
理
。
」
( 高
祖
謂
い
て
曰
く
、
卿
の

母
は
年
徳
並
び
に
高
し
。
故
に
卿
を
し
て
錦
を
衣
て
郷
に
帰
り
、
栄
養
の
理
を
尽
く
さ
し
め
ん
と
。
) 
と
あ
る
。
高
祖
と
は
 
梁

の
武
帝
、
蕭
衍
。
他
に
『
梁
書
』
柳
慶
遠
伝
、
『
南
史
』
柳
慶
遠
伝
、
『
南
史
』
劉
之
遴
伝
に
見
え
る
。
 

楓
宸
…
漢
代
、
宮
殿
に
楓
を
植
え
た
こ
と
か
ら
、
天
子
の
い
る
宮
殿
。
 
佩
玉
…
身
分
の
高
い
人
が
大
帯
に
か
け
て
飾
り
と
し
た
玉
。

身
分
の
高
さ
に
よ
っ
て
玉
の
種
類
が
違
う
。
 

 

辛
丑
歳
除
 

少
年
客
氣
志
青
雲
。
少
年
 
客
気
 
青
雲
に
志
す
。
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病
閑
投
翰
墨
群
。
罹
病
 
閑
に
投
ず
 
翰
墨
の
群
。
 

五
十
餘
年
苦
兼
樂
。

五
十
余
年
 
苦
と
楽
と
。
 

凝
爲
眞
艸
二
千
文
。
凝
っ
て
為
す
 
真
艸
二
千
文
。
 

 客
気
…
一
時
的
の
勇
気
。
 

青
雲
の
志
…
出
世
し
て
高
い
地
位
に
つ
こ
う
と
願
う
大
き
な
志
。
功
名
心
。
 

罹
病
…
病
気
に
か
か
る
。
 

迎
新
送
舊
歳
星
分
。

新
を
迎
え
 
旧
を
送
っ
て
 
歳
星
 
分
る
。
 

試
筆
悠
悠
伴
白
雲
。
試
筆
 
悠
々
 
白
雲
を
伴
う
。
 

齢
近
古
稀
無
報
效
。
齢
 
古
稀
に
近
く
 
報
 
效
 
無
し
。
 

聊
貽
眞
艸
二
千
文
。
聊
か
貽
( の
こ
) る

 
真
艸
二
千
文
。
 

 歳
星
…
木
星
が
ほ
ぼ
十
二
年
で
天
を
一
周
す
る
の
を
規
準
に
し
て
一
年
( 歳

) を
き
め
た
こ
と
か
ら
、
木
星
を
い
う
。
 

 壬
寅
元

旦
七
十

自
述
 

誰
言
七
十
古
來
稀
。
誰
か
言
う
 
七
十
古
来
稀
と
。
 

鐵
硯
未
穿
將
夕
暉
。
鉄
硯
 
未
だ
穿
( う
が
) た

ず
 
将
に
夕
暉
な
ら
ん
と
す
。
 

願
把
巨
毫
題
碧
落
。
願
く
ば
巨
毫
を
把
っ
て
 
碧
落
に
題
し
。
 

百
年
天
地
自
然
歸
。
百
年
 
天
地
 
自
然
に
帰
せ
ん
。
 

 夕
暉
…
夕
輝
。
夕
日
の
こ
と
。
ま
た
、
夕
方
の
日
影
。
 

巨
毫
…
巨
大
な
筆
。
 

碧
落
…
青
空
。
 

 

同
 

閲
書
滿
腹
養
心
泉
。

書
を
閲
し
て
 
腹
を
満
た
し
 
心
の
泉
を
養
う
。
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筆
虚
懷
法
自
然
。
落
筆
 
虚
懐
 
自
然
に
法
( の

っ
と
) る

。
 

一
硯
輕
磨
人
漸
老
。

一
硯
 
軽
く
磨
き
 
人
 
漸
く
老
い
。
 

明
窓
笑
迓
古
稀
年
。

明
窓
 
笑
っ
て
迓
( む

か
) う

 
古
稀
の
年
。
 

 落
筆
…
た
わ
む
れ
書
き
。
 

虚
懐
…
わ
だ
か
ま
り
の
な
い
心
。
私
欲
の
な
い
心
。
 

 江
原
氏

見
贈
盆
梅
賦
此

以
道
謝

 
 
江
原
氏
 
盆
梅
を
贈
ら
れ
、
此
を
賦
し
て
以
て
謝
を
道
う
。
 

搓
牙
疎
影
憶
孤
山
。
槎
牙
た
る
疎
影
 
孤
山
を
憶
う
。
 

破
曉
盆
梅
初
綻
顔
。
暁
を
破
っ
て
盆
梅
 
初
め
て
顔
を
綻
ば
す
。
 

江
客
贈
吾
春
一
塢
。
江
客
 
吾
に
贈
る
 
春
一
塢
。
 

佳
香
滿
室
白
斑
斑
。

佳
香
 
満
室
 
白
 
斑
々
。
 

 槎
牙
…
木
の
枝
や
石
が
、
角
張
っ
て
ひ
っ
か
か
る
さ
ま
。
 

疎
影
…
月
光
な
ど
に
て
ら
さ
れ
て
、
ま
ば
ら
に
映
る
影
。
 

 

寄
田
邊
古
邨
君

 
 
 
田
邊
古
邨
君
に
寄
す
。
 

山
房
夜
話
書
筵
説
。

山
房
の
夜
話
 
書
筵
の
説
。
 

反
覆
讀
來
悲
憤
長
。
反
覆
 
読
み
来
っ
て
 
悲
憤
 
長
し
。
 

狂
瀾
誰
能
回
既
倒
。
狂
瀾
 
誰
か
能
く
 
既
倒
に
回
す
。
 

欣
君
警
世
大
詞
章
。
欣
( よ
ろ
こ
) ぶ

 
君
が
警
世
の
大
詞
章
。
 

 悲
憤
…
悲
し
み
憤
る
。
 

狂
瀾
…
始
末
が
つ
か
な
い
ほ
ど
物
事
が
乱
れ
た
状
態
。
 

既
倒
…
す
で
に
た
お
れ
て
い
る
。
( 狂
瀾
を
既
倒
に
回
ら
す
。
) 

警
世
…
社
会
や
世
間
の
人
の
あ
や
ま
り
を
い
ま
し
め
、
警
告
を
与
え
る
。
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四
月
下
澣
與
同

人
諸
公

上
函
嶺

 
四
月
下
澣
 
同
人
諸
公
と
函
嶺
に
上
る
。
 

同
志
相
携
上
碧
山
。

同
志
 
相
携
え
て
 
碧
山
に
上
る
。
 

清
談
事
過
尚
餘
閒
。
清
談
 
事
過
ぎ
て
 
尚
 
間
を
余
す
。
 

逍
遙
須
接
峰
巒
氣
。
逍
遙
 
須
ら
く
接
す
べ
し
 
峰
巒
の
気
。
 

帶
得
白
雲
泉
響
還
。
白
雲
 
泉
響
を
帯
し
得
て
還
ら
ん
。
 

 碧
山
…
木
の
青
々
と
し
げ
っ
た
奥
深
い
山
。
 

清
談
…
む
か
し
中
国
で
、
俗
世
の
混
乱
を
避
け
て
行
わ
れ
た
、
老
荘
の
思
想
に
も
と
づ
く
談
論
。
 

( 転
じ
て
) 俗
世
間
を
は
な
れ
た
、
学
問
･
芸
術
な
ど
に
関
す
る
高
潔
な
談
話
。
 

逍
遙
…
気
ま
ま
に
あ
ち
こ
ち
を
歩
き
回
る
こ
と
。
そ
ぞ
ろ
歩
き
。
散
歩
。
 

峰
巒
…
連
な
っ
た
山
々
。
 

泉
響
…
泉
の
音
。
 

 

同
 
懐
舊
 

長
齋
敗
紙
積
成
山
。

長
齋
 
敗
紙
積
ん
で
 
山
を
成
す
。
 

偶
訪
白
雲
求
一
閒
。
偶
( た

ま
) に

 
白
雲
を
訪
え
て
 
一
間
を
求
む
。
 

曾
是
八
僊
豪
興
地
。

曾
て
是
れ
八
仙
 
豪
興
の
地
。
 

浩
然
養
素
洗
塵
還
。
浩
然
養
素
、
塵
を
洗
っ
て
還
ら
ん
。
 

 豪
興
…
ぜ
い
た
く
に
す
ぎ
る
遊
び
。
豪
遊
。
 

浩
然
…
心
が
広
く
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
様
子
。
 

養
素
…
う
ま
れ
つ
き
の
自
然
の
性
質
を
や
し
な
い
育
て
る
。
 

 

同
 
過
蘆
湖
 

 
 
 

同
、
芦
ノ
湖
を
過
ぐ
。
 

錦
繍
新
衣
蔽
四
山
。
錦
繍
の
新
衣
 
四
山
を
蔽
( お
お
) う

。
 

湖
光
探
索
太
初
閒
。
湖
光
 
探
索
 
太
初
の
間
。
 



36 恨
無
倒
暎
富
峰
影
。
恨
む
ら
く
は
倒
暎
 
富
峯
の
影
無
し
。
 

飛
艇
攬
波
頻
往
還
。
艇
を
飛
ば
し
 
波
を
撹
( み

だ
) し

て
 
頻
( し
き
) り

に
往
還
。
 

 錦
繍
…
花
･
紅
葉
な
ど
、
美
し
い
眺
め
の
た
と
え
。
 

太
初
…
天
地
が
ま
だ
分
か
れ
て
い
な
い
混
沌
と
し
た
状
態
の
時
の
、
万
物
の
根
源
。
 

倒
暎
…
湖
に
写
る
( 逆
さ
富
士
) 。

 

富
峯
…
富
士
山
。
 

 

同
 
索

道
上
早
雲
山
 

同
、
索
道
 
早
雲
山
に
上
る
。
 

新
緑
參
差
山
又
山
。

新
緑
 
参
差
た
り
 
山
又
山
。
 

晩
櫻
點
綴
翠
微
閒
。
晩
桜
 
点
綴
 
翠
微
の
間
。
 

一
條
鐵
索
鞭
天
馬
。

一
条
の
鉄
索
 
天
馬
に
鞭
ち
。
 

咫
尺
孱
顔
歡
喜
還
。
孱
顔
に
咫
尺
し
 
歓
喜
し
て
還
る
。
 

 参
差
…
並
び
連
な
る
さ
ま
。
 

点
綴
…
も
の
が
ほ
ど
よ
く
散
ら
ば
っ
て
い
て
全
体
が
調
和
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
も
の
を
ほ
ど
よ
く
散
ら
ば
ら
せ
て
そ
れ
を
つ
づ

り
合
わ
せ
、
全
体
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
。
 

翠
微
…
山
の
い
た
だ
き
に
近
い
所
。
八
合
目
あ
た
り
。
 

鉄
索
…
鉄
の
太
い
針
金
を
よ
り
合
わ
せ
た
綱
。
鋼
索
。
ケ
ー
ブ
ル
。
 

天
馬
…
駿
馬
。
こ
こ
で
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
。
 

孱
顔
…
山
が
や
せ
ほ
そ
っ
て
険
し
い
さ
ま
。
 

咫
尺
…
す
ぐ
そ
ば
ま
で
近
づ
く
。
 

 

題
 
畫

 

風
定
喬
林
靜
。

風
定
ま
っ
て
 
喬
林
 
静
か
な
り
。
 

禪
聲
送
夕
陽
。
蝉
声
 
夕
陽
を
送
る
。
 

釣
磯
人
去
盡
。
釣
磯
 
人
去
り
尽
し
。
 

餘
照
在
長
楊
。

余
照
 
長
楊
に
在
り
。
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喬
林
…
喬
木
の
林
。
 

長
楊
…
垂
れ
下
が
っ
た
柳
。
 

 

祝
田
村
嶺
風
榮
轉
東
歸

 
田
村
嶺
風
の
栄
転
東
帰
を
祝
す
。
 

東
西
隔
絶
幾
經
年
。

東
西
 
隔
絶
 
幾
た
び
か
年
を
経
た
り
。
 

君
去
文
場
頓
寂
然
。

君
去
っ
て
 
文
場
 
頓
( と
み
) に
寂
然
。
 

尤
喜
榮
歸
近
門
巷
。
尤
も
喜
ぶ
 
栄
帰
 
門
巷
の
近
き
を
。
 

欲
追
翰
墨
舊
因
縁
。

追
わ
ん
と
欲
す
 
翰
墨
の
旧
 
因
縁
。
 

 隔
絶
…
遠
く
は
な
れ
て
連
絡
が
と
だ
え
る
。
 

寂
然
…
ひ
っ
そ
り
と
し
て
静
か
な
よ
う
す
。
 

栄
帰
…
衣
錦
栄
帰
。
成
功
し
て
故
郷
に
錦
を
飾
る
。
 

門
巷
…
家
の
門
と
門
前
の
道
。
( 我
が
家
の
近
く
に
戻
っ
て
き
た
の
意
。
) 

 

五
月
初
二
驥
山

館
開
會
式
余
病
軀
不
能
參
列
即

賦
此
聊
表
祝
意

 
 
五
月
初
二
 
驥
山
館
開
会
式
、
余
 
病
躯
参
列
す
る
能
わ
ず
、
即
ち
此
を
賦
し
て
聊
か
祝
意
を
表
す
。
 

驥
翁
八
秩
駕
長
風
。
驥
翁
 
八
秩
 
長
風
に
駕
し
。
 

高
閣
凌
雲
翰
墨
功
。
高
閣
 
雲
を
凌
ぐ
 
翰
墨
の
功
。
 

禹
域
同
遊
繼
歡
遠
。

禹
域
 
同
遊
 
歓
を
継
い
で
遠
し
。
 

藥
爐
媛
酒
頌
竣
工
。
薬
炉
 
酒
を
緩
め
て
 
竣
工
を
祝
す
。
 

 八
秩
…
八
十
歳
。
 

長
風
…
遠
く
ま
で
吹
い
て
い
く
雄
大
な
風
。
 

禹
域
…
中
国
。
 

 

九
月
與

史
山
谿

泉
兩
君

遊
于
十

和
田
湖

八
甲
山
麓
 

九
月
 
氏
家
史
山
 
齋
藤
谿
泉
両
君
と
十
和
田
湖
に
遊
ぶ
。
八
甲
山
麓
。
 



38 霜
樹
連
天
大
麓
閑
。
霜
樹
 
天
に
連
り
て
 
大
麓
閑
な
り
。
 

仰
望
八
甲
憶
冰
山
。
仰
望
 
八
甲
 
冰
山
を
憶
う
。
 

進
軍
風
雪
人
何
處
。
軍
を
風
雪
に
進
め
る
 
人
何
れ
の
処
ぞ
。
 

追
夢
車
馳
錦
繡
間
。

夢
を
追
う
て
車
は
馳
す
 
錦
繍
の
間
。
 

 霜
樹
…
霜
の
立
ち
こ
め
た
樹
木
。
 

大
麓
…
大
き
な
山
麓
。
 

錦
繍
…
花
･
紅
葉
な
ど
、
美
し
い
眺
め
の
た
と
え
。
 

 

同
 
奥
入
瀬
溪

流
 

巨
巖
蘚
石
瀬
谿
秋
。
巨
巌
 
蘚
石
 
瀬
谿
の
秋
。
 

紅
葉
蒼
苔
相
映
幽
。
紅
葉
 
蒼
苔
 
相
映
じ
て
幽
な
り
。
 

處
處
飛
泉
裁
錦
帶
。
処
々
 
飛
泉
 
錦
帯
を
裁
つ
。
 

白
雲
與
水
後
先
流
。
白
雲
 
水
と
後
先
し
て
流
る
。
 

 蘚
石
…
苔
石
。
 

瀬
谿
…
水
が
は
げ
し
く
砕
け
て
流
れ
る
渓
谷
。
 

蒼
苔
…
緑
の
苔
。
 

飛
泉
…
急
に
落
下
す
る
水
。
滝
。
 

 

同
 
十

和
田
湖

 

畫
船
解
纜
度
烟
波
。
画
船
 
纜
を
解
い
て
 
烟
波
を
度
る
。
 

水
湛
玕
藍
山
欝
峨
。
水
は
玕
藍
を
湛
え
 
山
は
欝
峨
。 

竹
樹
石
泉
咸
祕
邃
。

竹
樹
 
石
泉
 
咸
く
秘
邃
。 

湖
神
窈
窕
統
林
蘿
。
湖
神
 
窈
窕
 
林
蘿
を
統
( す

) べ
る
。 
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烟
波
…
靄
の
か
か
っ
た
よ
う
に
霞
ん
で
見
え
る
波
の
連
な
り
。
 

玕
藍
…
緑
色
を
帯
び
た
暗
い
青
色
｡
藍
色
｡ 

欝
峨
…
鬱
蒼
と
し
て
険
し
い
。
 

竹
樹
…
竹
林
。
 

石
泉
…
岩
の
間
か
ら
わ
く
泉
。
 

秘
邃
…
ひ
そ
か
に
奥
深
い
。
 

窈
窕
…
し
と
や
か
で
美
し
い
よ
う
す
。
上
品
で
奥
ゆ
か
し
い
様
子
。
 

林
蘿
…
林
中
に
茂
る
女
蘿
( サ
ル
オ
ガ
セ
) 。

 

サ
ル
オ
ガ
セ
と
は
、
樹
皮
に
付
着
し
て
懸
垂
す
る
糸
状
の
地
衣
( コ
ケ
植
物
に
似
た
菌
類
) 

 

同
 
大
湯
温
泉
 

霊
泉
一
浴
洗
征
塵
。
霊
泉
 
一
浴
 
征
塵
を
洗
う
。
 

鼎
坐
同
袍
把
酒
親
。
鼎
坐
 
同
袍
 
酒
を
把
( と

) っ
て
親
し
む
。
 

老
妓
嫣
然
頻
進
膝
。
老
妓
 
嫣
然
 
頻
( し
き
) り

に
膝
を
進
め
。 

三
絃
擲
去
話
青
春
。

三
絃
 
擲
ち
去
っ
て
 
青
春
を
話
す
。
 

 霊
泉
…
病
気
に
対
し
て
き
き
め
の
あ
る
温
泉
。
 

征
塵
…
旅
。
 

鼎
坐
…
三
人
が
三
方
か
ら
向
か
い
合
っ
て
す
わ
る
。
 

袍
…
わ
た
い
れ
。
 

嫣
然
…
に
っ
こ
り
と
笑
う
よ
う
す
。
 

三
絃
…
三
味
線
の
別
称
。
 

 

同
 
車
過
盛
陵

 
 
 

同
、
車
 
盛
陵
を
過
ぐ
。
 

閑
馳
車
駕
過
盛
陵
。

閑
に
車
駕
を
馳
せ
て
 
盛
陵
を
過
ぐ
。 

奇
迹
巨
櫻
穿
石
稜
。
奇
迹
 
巨
桜
 
石
稜
を
穿
( う
が
) つ

。 

可
喜
山
阿
舊
城
趾
。
喜
ぶ
べ
し
 
山
阿
の
旧
城
趾
。 

白
雲
紅
葉
共
層
層
。
白
雲
 
紅
葉
 
共
に
層
々
。 

 石
稜
…
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
石
。
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山
阿
…
山
の
く
ま
。
山
の
入
り
く
ん
だ
所
。
 

 

壬
寅
歳
除
口
占

 

桃
栗
三
年
柿
八
年
。
桃
栗
三
年
柿
八
年
、
 

春
花
秋
實
逐
時
遷
。

春
花
 
秋
実
 
時
を
逐
( お

) っ
て
遷
る
。
 

生
生
流
轉
即
公
案
。
生
々
流
転
 
即
公
案
。
 

七
十
結
跏
文
字
禪
。
七
十
 
結
跏
 
文
字
禅
。
 

 生
々
流
転
…
万
物
が
生
死
を
く
り
返
し
な
が
ら
姿
を
変
え
て
い
く
こ
と
。
 

公
案
…
役
所
の
公
式
文
書
に
似
て
、
厳
正
で
あ
っ
て
お
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
禅
宗
で
悟
り
の
手
引
き

と
す
る
た
め
、
座
禅
し
よ
う
と
す
る
者
に
与
え
る
問
題
。
古
則
と
も
。
 

結
跏
…
｢
結
跏
趺
坐
｣
の
略
。
仏
像
や
禅
定
修
行
で
座
禅
を
く
む
時
の
す
わ
り
か
た
の
一
つ
。
あ
ぐ
ら
を
か
き
、
右
足
を
左
も
も
の
上

に
、
左
足
を
右
も
も
の
上
に
置
き
、
足
の
裏
を
上
に
む
け
て
組
む
。
 

 

癸
卯
新

年
 

昭
和
三
十
八
年
 

白
兎
春
歸
豊
艸
原
。
白
兎
の
春
は
帰
す
 
豊
草
原
。
 

試
毫
和
氣
滿
樗
門
。
試
毫
 
和
気
 
樗
門
に
満
つ
。
 

將
軍
創
製
管
城
子
。
将
軍
 
創
製
す
 
管
城
子
。
 

文
徳
長
馳
翰
墨
園
。

文
徳
 
長
く
馳
す
 
翰
墨
の
園
。
 

 管
城
子
…
筆
。
韓
愈
が
筆
を
擬
人
化
し
て
毛
穎
と
名
づ
け
｢
毛
穎
伝
｣
を
つ
く
り
、
作
中
の
毛
穎
が
秦
の
始
皇
帝
に
よ
っ
て
管
城
に
封

ぜ
ら
れ
、
自
分
の
こ
と
を
管
城
子
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
。
 

以
前
、
谷
村
先
生
は
、「
平
筆
」
の
筆
法
で
は
「
筆
先
を
研
ぐ
」
こ
と
か
ら
、
初
心
者
が
簡
単
に
研
げ
る
よ
う
、
筆
管
を
二
等

辺
三
角
形
に
し
た
筆
を
考
案
さ
れ
、
「
管
城
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
 

文
徳
…
学
問
･
教
育
な
ど
に
よ
る
徳
。
 

 

癸
卯
二

月
初
二
奉

悼
大

倉
聽

松
先

生
 
癸
卯

二
月

初
二

大
倉
聴
松

先
生

を
悼
み
奉

る
。 



41 東
海
文
華
天
未
明
。

東
海
の
文
華
 
天
未
だ
明
け
ず
。
 

巨
星
忽
堕
悄
無
聲
。
巨
星
 
忽
ち
堕
ち
て
 
悄
と
し
て
声
な
し
。
 

劫
餘
雄
志
猶
難
止
。

劫
を
余
す
 
雄
志
 
猶
お
止
み
難
く
。
 

燦
燦
靈
南
不
夜
城
。
燦
々
た
り
 
霊
南
の
不
夜
城
。
 

 大
倉
聴
松
先
生
…
大
倉
 
喜
七
郎
( 一
八
八
二
年
六
月
十
六
日
 –
 
一
九
六
三
年
二
月
二
日
) 
大
倉
財
閥

2
代
目
総
帥
。
男
爵
。
 

悄
…
う
れ
え
る
。
心
細
げ
に
心
配
す
る
。
し
ょ
ん
ぼ
り
す
る
。
 

雄
志
…
お
お
し
い
志
。
男
ら
し
い
す
ぐ
れ
た
意
気
ご
み
の
こ
と
。
 

燦
々
…
あ
ざ
や
か
に
輝
く
さ
ま
。
 

 詩
社
四

周
年
 

螢
雪
四
年
能
啓
蒙
。
螢
雪
四
年
 
能
く
蒙
を
啓
( ひ

ら
) き

。
 

詩
情
入
筆
字
初
工
。

詩
情
 
筆
に
入
っ
て
 
字
初
め
て
工
。
 

師
恩
海
嶽
以
何
報
。
師
恩
 
海
岳
 
何
を
以
て
か
報
じ
ん
。
 

只
合
研
精
期
有
終
。

只
( た

) だ
合
( ま

さ
) に
研
精
 
有
終
を
期
す
べ
し
。
 

 蛍
雪
…
貧
苦
に
た
え
て
勉
学
す
る
こ
と
。
苦
労
し
て
学
問
を
す
る
こ
と
。
苦
学
。
 

蒙
…
知
識
が
な
く
道
理
に
く
ら
い
こ
と
。
無
知
。
 

海
岳
…
大
恩
の
た
と
え
。
 

研
精
…
詳
し
く
調
べ
て
明
ら
か
に
す
る
。
 

 

謝
野
方

翁
見
贈
忠
臣
藏
浄
瑠
璃
音
盤
 

 
野
方
翁
が
忠
臣
藏
浄
瑠
璃
音
盤
を
贈
ら
れ
、
謝
す
。
 

春
轉
音
盤
夕
爇
香
。

春
、
音
盤
を
転
じ
て
 
夕
べ
に
香
を
焚
く
。
 

忠
臣
藏
比
獨
參
湯
。
忠
臣
藏
は
比
す
 
独
参
湯
。
 

三
絃
奏
出
人
情
美
。

三
絃
 
奏
し
だ
す
 
人
情
の
美
。
 



42 壓
巻
祗
園
一
力
場
。
圧
巻
は
祇
園
 
一
力
の
場
。
 

音
盤
…
レ
コ
ー
ド
。
 

独
参
湯
…
歌
舞
伎
で
、
い
つ
出
し
て
も
必
ず
当
た
る
と
い
わ
れ
る
出
し
物
。
 

三
絃
…
三
味
線
の
別
称
。
 

 

題
 
畫

 

斷
崖
遮
風
峙
。

断
岸
 
風
を
遮
(
さ
え
ぎ
)
っ
て
峙
(
そ
ば
だ
)
ち
、
 

急
湍
飛
雪
廻
。
急
湍
 
飛
雪
廻
る
。
 

舟
人
停
楫
處
。
舟
人
 
楫
( か

じ
) を
停
め
る
処
。
 

涵
影
一
溪
梅
。
影
を
涵
す
 
一
渓
の
梅
。
 

 急
湍
…
川
で
流
れ
の
は
や
い
部
分
。
早
瀬
。
 

 

癸
卯
孟

春
鶴
岡

秀
堂
來
訪
有
詩

次
韻
以

酬
 

癸
卯
孟
春
 
鶴
岡
秀
堂
来
訪
 
詩
有
り
、
次
韻
以
て
酬
い
る
。
 

忽
見
門
前
冰
玉
姿
。
忽
ち
見
る
 
門
前
 
冰
玉
の
姿
。
 

美
人
林
下
已
成
詩
。
美
人
 
林
下
 
已
に
詩
を
成
す
。
 

野
梅
曾
贈
山
中
客
。

野
梅
 
曾
っ
て
贈
る
 
山
中
の
客
。
 

翻
向
都
城
探
舊
枝
。
翻
っ
て
都
城
に
向
っ
て
 
旧
枝
を
探
る
。
 

 冰
玉
…
女
の
人
の
父
と
夫
 

都
城
…
と
り
で
や
城
壁
を
め
ぐ
ら
し
た
都
市
。
城
市
。
ま
た
、
都
市
に
め
ぐ
ら
し
た
城
郭
。
 

 〔
原
韻
〕
 

鐵
骨
横
斜
塵
外
姿
。
鉄
骨
 
横
斜
 
塵
外
の
姿
。
 

樗
園
春
信
亦
宜
詩
。

樗
園
 
春
信
 
亦
詩
に
宜
し
。
 

徘
徊
憶
舊
門
前
佇
。
徘
徊
 
旧
を
憶
う
て
門
前
に
佇
(
た
た
ず
)
め
ば
。
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清
蕋
幽
香
滿
玉
枝
。
清
蕊
 
幽
香
 
玉
枝
に
満
つ
。
 

 塵
外
…
世
間
の
外
。
俗
世
間
を
離
れ
た
場
所
。
 

春
信
…
春
の
訪
れ
。
春
の
花
が
咲
い
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
便
り
。
花
信
。
花
便
り
。
 

蕊
…
植
物
の
雄
し
べ
と
雌
し
べ
 

 〔
野
方
翁
次
韻
〕
 

年
年
仰
見
白
梅
姿
。

年
々
 
仰
ぎ
見
る
 
白
梅
の
姿
。
 

欲
寫
冰
魂
難
作
詩
。
氷
魂
を
写
さ
ん
と
欲
し
て
 
詩
を
作
し
難
し
。
 

鶴
唳
松
聲
幽
韻
足
。
鶴
唳
 
松
声
 
幽
韻
 
足
る
。
 

詎
將
蕪
俚
點
瓊
枝
。
詎
(
な
)
ん
ぞ
蕪
俚
を
将
っ
て
 
瓊
枝
に
点
ぜ
ん
や
。
 

 氷
魂
…
ま
っ
白
な
梅
の
花
の
形
容
。
 

鶴
唳
…
つ
る
の
鳴
く
声
。
 

幽
韻
…
奥
深
く
何
と
も
い
え
な
い
趣
。
 

蕪
俚
…
粗
俗
な
こ
と
。
 

瓊
枝
…
玉
で
飾
っ
た
美
し
い
枝
。
ま
た
、
玉
が
な
る
と
い
う
珍
し
い
木
。
 

 

和
韻
寄

秀
堂
野

方
両
君

 
和
韻
し
て
秀
堂
 
野
方
両
君
に
寄
す
。
 

門
弟
贈
梅
還
寄
詩
。
門
弟
 
梅
を
贈
り
 
還
た
詩
を
寄
す
。
 

篇
篇
自
有
玉
容
姿
。

篇
々
自
ら
 
玉
の
容
姿
 
有
り
。
 

憑
何
墨
跡
添
深
致
。
何
に
憑
(
つ
か
)
っ
て
か
墨
跡
 
深
致
を
添
う
。
 

托
得
吟
情
筆
一
枝
。
托
し
得
た
り
 
吟
情
 
筆
一
枝
。
 

 深
致
…
深
い
趣
。
( 雅
人
深
致
…
世
俗
を
超
越
し
た
風
流
人
が
持
つ
、
深
い
趣
。
『
世
説
新
語
』
) 

吟
情
…
詩
歌
を
つ
く
り
た
い
と
思
う
気
持
ち
。
 

 

静
陵
紀

行
 
癸
卯
三
月

史
山
香
玉
同
遊

 
静
陵
紀
行
、
癸
卯
三
月
史
山
香
玉
同
遊
。
 



44 雨
霽
天
如
拭
。
雨
 
霽
(
は
れ
)
れ
て
 
天
拭
う
が
如
く
。
 

風
和
鳥
語
閑
。

風
和
し
て
 
鳥
語
 
閑
な
り
。
 

訂
盟
文
字
飲
。
訂
盟
 
文
字
の
飲
。
 

横
斷
豆
州
山
。
横
断
 
豆
州
の
山
。
 

 訂
盟
…
同
盟
･
条
約
を
む
す
ぶ
。
 

豆
州
…
伊
豆
の
唐
風
の
呼
び
名
。
 

 

同
 
土
肥
温
泉

今
井
莊

 

新
舎
温
泉
迸
。

新
舎
 
温
泉
 
迸
(
と
ば
し
)
り
。
 

珍
羞
酒
可
斟
。

珍
羞
 
酒
 
斟
む
可
し
。
 

雪
山
浮
海
遠
。
雪
山
 
海
に
浮
ん
で
遠
く
。
 

畫
檻
近
松
林
。
檻
を
画
し
て
 
松
林
に
近
し
。
 

 珍
羞
…
珍
し
く
て
美
味
し
い
ご
馳
走
。
 

 

同
 
清
水
市
誌

友
大
會

 

交
情
如
水
淡
。
交
情
 
水
の
如
く
淡
き
も
。
 

忽
作
十
年
知
。
忽
ち
作
す
 
十
年
の
知
。
 

翰
墨
因
縁
匹
。
翰
墨
 
因
縁
匹
た
り
。
 

拈
華
微
笑
時
。
拈
華
微
笑
の
時
。
 

 拈
華
微
笑
…
禅
宗
で
禅
の
法
脈
を
釈
尊
か
ら
受
け
継
い
だ
と
さ
れ
る
伝
説
。
こ
と
ば
を
用
い
ず
に
、
心
か
ら
心
に
伝
え
る
こ
と
。 

同
 
片
瀬
温
泉
赤
川
寮
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川
流
到
海
。

一
川
 
流
れ
て
 
海
に
到
る
。
 

枕
畔
夜
來
聲
。
枕
畔
 
夜
来
の
声
。
 

日
出
春
山
緑
。

日
 
出
で
て
 
春
山
 
緑
な
り
。
 

群
鴉
石
上
鳴
。
群
鴉
 
石
上
に
鳴
く
。
 

 

同
 
石
廊
崎
 

巉
嵓
飜
白
浪
。
巉
嵓
 
白
浪
を
飜
(
ひ
る
が
)
え
し
。
 

臨
海
石
廊
危
。

海
に
臨
ん
で
 
石
廊
 
危
う
し
。
 

千
里
燈
明
滅
。

千
里
 
燈
明
 
滅
す
。
 

照
彰
山
水
奇
。
照
彰
す
 
山
水
の
奇
。
 

 巉
嵓
…
山
が
ご
つ
ご
つ
と
切
り
た
っ
て
い
る
さ
ま
。
 

 

同
 
伊
東
温
泉
音
無
 

坐
湯
心
自
適
。
湯
に
坐
し
 
心
 
自
ら
適
す
。
 

觴
詠
一
閑
人
。
觴
詠
 
一
閑
人
。
 

況
有
庖
丁
美
。
況
ん
や
有
り
 
庖
丁
の
美
。
 

山
珍
與
海
珍
。

山
珍
と
海
珍
と
。
 

 觴
詠
…
酒
を
の
み
、
詩
歌
を
う
た
う
。
 

 

同
 
詣
玉
泉
寺
弔
阿
吉
墓
 

同
、
玉
泉
寺
に
詣
で
阿
吉
の
墓
を
弔
う
。
 

國
歩
艱
難
日
。
国
歩
 
艱
難
の
日
。
 



46 嬌
然
挺
一
身
。
嬌
然
 
一
身
を
挺
す
。
 

百
年
褒
貶
跡
。
百
年
 
褒
貶
の
跡
。
 

來
弔
落
花
春
。

来
り
弔
う
 
落
花
の
春
。
 

 玉
泉
寺
…
静
岡
県
下
田
市
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
。
山
号
は
瑞
龍
山
。
本
尊
は
釈
迦
如
来
。
 

幕
末
期
に
ア
メ
リ
カ
の
総
領
事
館
と
し
て
使
用
さ
れ
た
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
。
 

阿
吉
…
唐
人
お
吉
 

お
吉
は
本
名
を
「
斉
藤
き
ち
」
と
い
い
、
天
保
十
二
年
十
一
月
十
日
、
愛
知
県
知
多
郡
内
海
に
、
舟
大
工
市
兵
衛
の

次
女

と
し
て
こ
の
世
に
生
を
う
け
ま
し
た
。
４
歳
の
と
き
家
族
が
下
田
に
移
り
住
み
、
十
四
歳
で
芸
妓
と
な
り
ま
し
た
。
新
内
明

烏
の
お
吉
と
う
た
わ
れ
る
ほ
ど
の
評
判
と
美
貌
で
し
た
が
、
そ
れ
が
奉
行
所
の
目
に
と
ま
る
と
こ
と
と
な
り
、
1
7

歳
の
時
、

法
外
な
年
俸
と
引
替
に
心
な
ら
ず
も
ア
メ
リ
カ
総
領
事
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
ハ
リ
ス
の
も
と
へ
侍
妾
と
し
て
奉
公
に
あ
が
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
は
、
幕
末
、
維
新
の
動
乱
の
中
、
芸
妓
と
し
て
流
浪
の
果
て
に
下
田
に
も
ど
り
、
鶴
松
と
暮
ら
し
髪

結
業
を
始
め
ま
す
が
、
ほ
ど
な
く
離
別
。
さ
ら
に
小
料
理
屋
「
安
直
楼
」
を
開
業
し
ま
す
が
、
二
年
後
に
廃
業
し
て
い
ま
す
。

「
唐
人
」
と
い
う
相
も
変
わ
ら
ぬ
世
間
の
罵
声
と
嘲
笑
を
あ
び
な
が
ら
貧
困
の
中
に
身
を
も
ち
く
ず
し
、
明
治
二
十
四
年
三

月
二
十
七
日
の
豪
雨
の
夜
、
遂
に
川
へ
身
を
投
げ
、
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
波
瀾
に
み
ち
た
五
十
一
年
の
生
涯

の
あ
ま
り
に
も
哀
し
い
終
幕
で
し
た
。
 

お
吉
は
身
よ
り
も
な
く
、
宝
福
寺
の
第
十
五
代
竹
岡
大
乗
住
職
が
、
慈
愛
の
心
で
法
名
「
釈
貞
観
尼
」
を
贈
り
、
当
時
境

内
に
厚
く
葬
り
、
そ
の
後
芸
能
人
に
よ
り
新
し
く
墓
石
も
寄
進
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
 

お
吉
の
悲
劇
的
生
涯
は
、
人
間
の
偏
見
と
権
力
、
そ
の
底
に
ひ
そ
む
罪
の
可
能
性
と
愚
か
さ
を
身
を
も
っ
て
私
達
に
教
え

て
い
る
よ
う
で
す
。
( 「

宝
福
寺
書
」
よ
り
抜
粋
。
) 

国
歩
…
国
の
歩
み
。
国
家
の
運
命
。
 

艱
難
…
困
難
な
こ
と
に
出
あ
っ
て
苦
し
み
な
や
む
。
つ
ら
く
苦
し
い
こ
と
。
 

嬌
然
…
な
ま
め
か
し
い
よ
う
す
｡
人
の
気
を
ひ
く
よ
う
な
な
ま
め
か
し
い
姿
｡ 

褒
貶
…
褒
め
る
こ
と
と
、
そ
し
る
こ
と
。
 

 

賀
雙
石

翁
九
秩

 
 
雙

石
翁
の
九
秩
を
賀
す
。
 

鐵
筆
揮
來
壽
似
山
。
鉄
筆
 
揮
い
来
っ
て
 
寿
 
山
に
似
た
り
。
 

閲
霜
九
十
尚
童
顔
。
霜
を
閲
す
る
こ
と
 
九
十
 
尚
 
童
顔
。
 

雕
蟲
妙
技
自
然
韻
。
雕
虫
の
妙
技
 
自
然
の
韻
。
 

磊
磊
永
傳
文
墨
間
。
磊
々
 
永
く
伝
う
 
文
墨
の
間
。
 

 閲
す
る
…
時
を
過
ご
す
｡
経
る
｡ 

雕
虫
…
細
か
い
細
工
を
施
す
。
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磊
々
…
度
量
が
大
き
く
、
小
さ
な
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な
い
よ
う
す
。
磊
落
。
 

 

開
同
人

會
于
熱

海
 
 

同
人
会
を
熱
海
に
開
く
。
 

十
層
高
閣
接
青
雲
。

十
層
の
高
閣
 
青
雲
に
接
す
。
 

鳥
語
溪
聲
聽
不
聞
。
鳥
語
 
渓
声
 
聴
け
ど
も
聞
こ
え
ず
。
 

惟
有
靈
犀
通
一
點
。
惟
 
霊
犀
一
点
通
ず
る
有
り
。
 

同
人
意
氣
掃
千
軍
。

同
人
の
意
気
 
千
軍
を
掃
う
。
 

 青
雲
…
青
い
色
を
し
た
雲
。
ま
た
、
青
空
。
 

渓
声
…
谷
川
の
音
。
渓
流
の
音
。
 

靈
犀
通
一
点
…
心
と
心
が
通
い
合
う
こ
と
。
 

李
商
隠
 
無
題
「
身
無
綵
鳳
双
飛
翼
、
心
有
霊
犀
一
点
通
」
( 身
に
綵
鳳
双
飛
の
翼
無
き
も
、
心
に
霊
犀
一
点
通
ず
る
有
り
) 

角
の
根
元
か
ら
先
端
ま
で
白
い
筋
の
通
っ
て
い
る
犀
を
通
天
犀
と
称
し
、
特
に
霊
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
犀
の

角
は

中
心
に
穴
が
あ
っ
て
、
両
方
相
通
ず
る
も
の
。
よ
っ
て
「
恋
人
と
離
れ
て
い
て
も
心
と
心
が
通
い
合
う
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
意
味
で
、
そ
の
白
い
筋
に
喩
え
た
。
 

 

次
韻
以

賀
古
邨

君
華
甲

 
次
韻
以
て
古
邨
君
の
華
甲
を
賀
す
。
 

侃
諤
使
人
號
快
哉
。
侃
諤
 
人
を
し
て
快
哉
を
号
(
ご
う
)
す
る
。
 

華
年
頌
壽
引
觴
罍
。

華
年
 
壽
を
頌
(
し
ょ
う
)
し
て
 
觴
罍
を
引
く
。
 

少
時
具
味
涔
涔
涙
。
少
時
 
具
(
つ
ぶ
)
さ
に
味
う
 
涔
々
の
涙
。
 

憂
世
卓
論
萌
此
來
。
憂
世
の
卓
論
 
此
に
萌
(
き
ざ
)
し
て
来
る
。
 

 侃
諤
…
何
も
の
も
恐
れ
ず
、
正
し
い
と
思
う
こ
と
を
盛
ん
に
主
張
す
る
こ
と
。
侃
侃
諤
諤
の
略
。
 

快
哉
…
胸
が
す
く
よ
う
な
、
よ
い
気
持
ち
。
痛
快
。
 

觴
罍
…
杯
と
酒
樽
 

涔
々
…
雨
の
多
い
さ
ま
。
 

憂
世
…
世
の
中
の
こ
と
を
嘆
き
憂
え
る
。
 

卓
論
…
一
際
優
れ
た
説
・
論
。
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謝
贈
新
茶
 
 

 
 
 

新
茶
を
贈
る
を
謝
す
。
 

龍
芽
細
沸
瓦
鐺
中
。
龍
芽
 
細
に
沸
く
 
瓦
鐺
の
中
。
 

清
寂
旨
參
桑
苧
翁
。
清
寂
の
旨
は
参
ず
 
桑
苧
翁
。
 

自
入
陽
春
八
十
八
。
陽
春
に
入
っ
て
よ
り
八
十
八
。
 

想
君
一
夜
摘
薫
風
。
想
う
君
一
夜
 
薫
風
に
摘
せ
し
を
。
 

 龍
芽
…
茶
の
異
名
。
 

瓦
鐺
…
大
き
な
土
鍋
。

(瓦
当

(軒
先
に
ふ
く
丸
瓦
、
ま
た
は
平
瓦
の
先
端
の
模
様
の
あ
る
部
分
。
) で
は
な
い
。
) 

桑
苧
翁
…
陸
羽
。
、
唐
の
文
筆
家
で
、
茶
の
知
識
を
ま
と
め
た
『
茶
経
』
3
巻
な
ど
を
著
述
し
た
。
そ
の
内
容
に
は
、
単
な
る
喫
茶
法

を
超
え
、
茶
道
に
至
る
精
神
性
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

薫
風
…
さ
わ
や
か
な
初
夏
の
風
。
 

 

函
嶺
雜
詠
 

千
年
古
木
欝
重
重
。

千
年
の
古
木
 
欝
(
う
つ
)
 
重
々
。
 

石
氣
沁
衣
嚴
似
冬
。

石
気
 
衣
に
沁
み
て
 
厳
冬
に
似
た
り
。
 

湖
畔
停
車
一
回
首
。
湖
畔
 
車
を
停
め
て
 
一
た
び
首
を
回
ら
せ
ば
。
 

秋
天
高
挿
玉
芙
蓉
。
秋
天
 
高
く
挿
む
 
玉
芙
蓉
。
 

 玉
芙
蓉
…
ボ
タ
ン
科
の
ボ
タ
ン
の
園
芸
品
種
。
 

 同
 
十
國
嶺
 

吟
鞋
踏
破
白
雲
關
。
吟
鞋
 
踏
破
す
 
白
雲
の
関
。
 

險
路
羊
膓
積
翠
間
。
険
路
 
羊
膓
 
積
翠
の
間
。
 

四
顧
天
空
還
海
濶
。

四
顧
 
天
空
 
還
た
海
 
濶
(
は
る
か
)
。
 

雙
眸
斂
得
十
州
山
。
双
眸
 
斂
(
あ
つ
)
め
得
た
り
 
十
州
の
山
。
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 吟
鞋
…
靴
の
音
。
 

羊
膓
…
山
道
な
ど
が
、
羊
の
は
ら
わ
た
の
よ
う
に
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
。
 

積
翠
…
青
山
の
形
容
。
積
み
重
な
っ
た
み
ど
り
。
 

四
顧
…
あ
た
り
を
見
ま
わ
す
。
四
方
を
見
ま
わ
す
。
 

双
眸
…
両
方
の
ひ
と
み
。
両
眼
。
 

 

癸
卯
八

月
催
書

海
社
展
慰
勞
宴

于
鬼
怒

川
温
泉
ホ
テ
ル

 
 
癸
卯
八
月
 
書
海
杜
展
慰
労
宴
を
鬼
怒
川
温
泉
ホ
テ
ル
に
催
す
。
 

勝
地
同
遊
聊
慰
情
。
勝
地
 
同
遊
 
聊
か
情
を
慰
む
。
 

坐
湯
把
酒
話
平
生
。
湯
に
坐
し
 
酒
を
把
( に
ぎ
) っ

て
 
平
生
を
話
す
。
 

龍
王
峽
畔
石
泉
響
。
龍
王
峡
畔
 
石
泉
の
響
。
 

夜
到
枕
邊
成
雨
聲
。
夜
 
枕
辺
に
到
っ
て
 
雨
声
を
成
す
。
 

 石
泉
…
岩
の
間
か
ら
わ
く
泉
｡ 

 

同
 
華
嚴
瀑
 

華
嚴
名
勝
眼
前
開
。

華
厳
の
名
勝
 
眼
前
に
開
く
。
 

鬼
鑿
神
工
何
偉
哉
。
鬼
鑿
神
工
 
何
ぞ
偉
な
る
や
。
 

巖
際
飛
泉
翻
白
雪
。
巌
際
の
飛
泉
 
白
雪
を
翻
し
。
 

直
自
中
天
落
下
來
。

直
ち
に
中
天
よ
り
落
下
し
て
来
る
。
 

 鬼
鑿
神
工
…
奇
巖
靈
石
の
天
然
の
妙
造
。
 

飛
泉
…
急
に
落
下
す
る
水
。
滝
。
 

中
天
…
空
の
中
央
に
近
い
部
分
。
大
空
。
 

 

同
 
湯
瀑
 



50 湯
湖
水
溢
注
湯
川
。
湯
湖
 
水
溢
れ
て
 
湯
川
に
注
ぐ
。
 

忽
漲
白
波
清
冽
泉
。
忽
ち
白
波
を
漲
ら
す
 
清
冽
の
泉
。
 

廣
袤
幾
尋
觀
何
壯
。
広
袤
 
幾
尋
 
観
 
何
ぞ
壮
。
 

巨
岩
壁
上
玉
簾
懸
。
巨
岩
 
壁
上
 
玉
簾
 
懸
る
。
 

 清
冽
…
清
ら
か
に
澄
ん
で
、
冷
た
い
よ
う
す
。
 

広
袤
…
縦
横
の
ひ
ろ
が
り
。
広
さ
。
面
積
。
 

玉
簾
…
玉
で
飾
っ
た
美
し
い
す
だ
れ
。
ま
た
、
す
だ
れ
の
美
称
。
玉
だ
れ
。
 

 

同
 
龍
頭
瀑
 

恠
石
如
龍
起
伏
連
。
恠
石
 
龍
の
如
く
 
起
伏
し
て
連
る
。
 

迸
泉
冷
澁
又
盤
旋
。

迸
泉
 
冷
渋
 
又
盤
旋
。
 

化
工
妙
現
廣
長
舌
。

化
工
の
妙
は
現
ず
 
広
長
舌
。
 

俯
仰
乾
坤
大
自
然
。
俯
仰
 
乾
坤
 
大
自
然
。
 

 恠
石
…
見
な
れ
な
い
不
思
議
な
姿
を
し
て
い
る
石
｡ 

迸
泉
…
ほ
と
ば
し
る
泉
。
 

冷
渋
…
水
が
冷
た
く
流
れ
が
つ
か
え
が
ち
な
こ
と
。
 

盤
旋
…
ぐ
る
ぐ
る
回
る
。
め
ぐ
り
歩
く
。
ひ
と
所
を
回
る
だ
け
で
、
進
み
か
ね
る
。
 

化
工
…
造
化
の
仕
業
。
 

広
長
舌
…
雄
弁
に
、
長
々
と
し
ゃ
べ
り
ま
く
る
こ
と
。
長
広
舌
。
 

俯
仰
…
う
つ
む
い
て
下
を
見
る
こ
と
と
、
顔
を
上
げ
て
上
を
見
る
こ
と
。
 

乾
坤
…
天
と
地
。
 

 偶
 
成

 

拒
虎
前
門
却
進
狼
。
虎
を
門
前
に
拒
い
で
 
却
っ
て
狼
を
進
む
。
 

狐
貍
乘
隙
恣
跳
梁
。
狐
貍
 
隙
に
乗
じ
て
 
恣
(
ほ
し
い
ま
ま
)
に
跳
梁
。
 



51 不
如
一
笑
竹
林
裡
。
如
か
ず
一
笑
 
竹
林
の
裡
。
 

只
恐
妖
氣
侵
聖
郷
。

只
 
恐
る
 
妖
気
の
望
郷
を
侵
す
を
。
 

 跳
梁
…
好
ま
し
く
な
い
も
の
が
、
思
う
ま
ま
に
の
さ
ば
り
は
び
こ
る
こ
と
。
わ
が
も
の
顔
に
振
る
舞
う
こ
と
。
横
行
。
 

 

戯
贈
醉
佛
先
生

 
戯
れ
に
酔
仏
先
生
に
贈
る
。
 

聞
道
扁
桃
腺
。
聞
く
な
ら
く
扁
桃
腺
。
 

任
地
關
節
炎
。

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
関
節
炎
。
 

沈
痾
祗
可
療
。
沈
痾
た
だ
癒
す
べ
し
。
 

隨
處
有
縄
簾
。
随
処
に
縄
簾
あ
り
。
 

 沈
痾
…
長
い
間
な
お
ら
な
い
病
気
。
長
わ
ず
ら
い
。
 

縄
簾
…
縄
を
い
く
筋
も
垂
ら
し
て
、
す
だ
れ
と
し
た
も
の
。
な
わ
の
れ
ん
。
 

 

世
態
漫
唫
 

書
究
摩
崖
字
。

書
は
摩
崖
の
字
を
究
め
。
 

學
通
和
漢
蘭
。
学
は
和
漢
蘭
に
通
ず
。
 

心
層
藏
遠
近
。

心
層
 
遠
近
( ト
ー
チ
カ
) を
藏
し
。
 

吐
語
使
人
寒
。

語
を
吐
け
ば
人
を
し
て
寒
か
ら
し
む
。
 

 遠
近
…
( 訓

読
み
す
る
と
ト
ー
チ
カ
) ＝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
作
っ
た
、
小
形
の
要
塞
で
。
銃
砲
を
そ
な
え
て
い
る
。
 

 荻
野
謙
堂
翁
頌
徳
碑
竣
成
 

兩
正
臨
池
永
誨
人
。
両
正
 
臨
池
 
永
く
人
に
誨
(
お
し
)
え
る
。
 



52 謙
虚
揖
讓
徳
成
隣
。
謙
虚
 
揖
譲
 
徳
 
隣
を
成
す
。
 

滿
門
桃
李
馨
神
域
。
満
門
の
桃
李
 
神
域
に
馨
る
。
 

豊
碣
仰
看
千
歳
春
。
豊
碣
 
仰
看
る
 
千
歳
の
春
。
 

 荻
野
謙
堂
…
愛
知
の
人
。
名
は
勇
、
号
を
謙
堂
と
称
し
、
書
を
大
島
君
川
に
学
び
、
中
部
日
本
書
道
会
の
理
事
長
や
顧
問
等
を
務
め
、

中
部
書
壇
を
代
表
す
る
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
書
家
で
、
昭
和
十
二
年
に
は
、
黒
木
拜
石
と
共
に
『
書
学
新
講
』
を
公
刊
し

た
。
安
城
市
福
釜
町
の
神
明
神
社
に
頌
徳
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
 

謙
虚
…
自
分
の
能
力
･
才
能
･
知
識
な
ど
を
誇
ら
ず
へ
り
く
だ
っ
て
慎
ま
し
い
様
子
。
控
え
目
で
素
直
な
様
子
。
 

揖
譲
…
物
事
を
す
る
と
き
、
武
力
を
用
い
た
り
強
制
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
穏
や
か
な
態
度
で
行
う
こ
と
。
 

徳
成
隣
…
『
論
語
』
里
仁
編
の
「
徳
不
孤
 
必
有
隣
」
( 徳
は
孤
な
ら
ず
、
必
ず
隣
有
り
) か
ら
引
用
。
 

神
域
…
神
聖
な
神
社
の
境
内
。
ま
た
、
神
聖
な
領
域
。
 

豊
碣
…
石
碑
｡ 

 

黒
部
峽

谷
 

絶
壁
千
尋
峙
似
屏
。
絶
壁
千
尋
 
峙
(
そ
ば
だ
)
っ
て
屏
に
似
た
り
。
 

谿
行
百
里
氣
冷
冷
。
谿
を
行
く
こ
と
 
百
里
 
気
 
冷
々
。
 

鳴
泉
穿
石
潭
心
碧
。
鳴
泉
 
石
を
穿
( う
が
) ち

て
 
潭
心
 
碧
。
 

霜
樹
帶
雲
山
自
靈
。
霜
樹
 
雲
を
帯
て
 
山
 
自
ら
霊
。
 

 絶
壁
…
切
り
立
っ
た
険
し
い
崖
。
断
崖
。
 

千
尋
…
測
り
知
れ
な
い
深
さ
･
長
さ
。
 

潭
心
…
深
い
渕
の
底
。
 

 

錬
心
會

十
五
周

年
招
飲

席
上
聞

主
翁
明

年
達
古
稀
 

即
次
秀

堂
子
感

懷
韻
 

錬
心
会
十
五
周
年
招
飲
席
上
主
翁
明
年
古
稀
に
達
す
る
と
聞
き
即
ち
秀
堂
子
感
懐
の
韻
に
次
す
。
 

翰
墨
風
流
有
宿
縁
。
翰
墨
の
風
流
 
宿
縁
あ
り
。
 

臨
池
弄
韻
鬢
霜
遷
。
臨
池
 
弄
韻
を
弄
び
 
鬢
霜
 
遷
る
。
 



53 綺
筵
懽
語
多
含
蓄
。
綺
筵
の
懽
語
 
含
蓄
 
多
し
。
 

耕
耨
心
田
七
十
年
。
耕
耨
 
心
田
 
七
十
年
。
 

 宿
縁
…
前
世
か
ら
の
因
縁
。
宿
因
。
宿
縁
。
 

鬢
霜
…
鬢
の
白
髪
。
 

綺
筵
…
し
き
も
の
。
美
し
い
む
し
ろ
。
 

耕
耨
…
耕
し
た
り
、
土
を
ま
ぜ
返
し
て
除
草
し
た
り
す
る
。
田
畑
の
手
入
れ
を
す
る
。
 

心
田
…
心
地
に
同
じ
。
「
こ
こ
ろ
」
を
田
地
に
た
と
え
た
語
。
  


